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カグラタニ
（きらぼしアートセンター）

木登り大好き

カグラタニ
　1971（昭和 46）年生まれ、岡山県津山市在住。
　幼少期より絵を描くことが好きだった。高校卒業後、電気関係の仕事にたずさわるが、統合失調症を発
症する。
　2007（平成19）年よりNPO法人の絵画集団で創作活動に熱中。常に自分の興味のあるものにアンテ
ナを張り、形にしていきたいという思いは強く、油絵、水彩画、デザイン、オブジェなど、興味のおもむ
くままに作品をつくっていく。いくつもの作品が同時進行しており、アトリエには制作途中の絵画が数多
くある。江戸時代の画家の伊

い

藤
とう

若
じゃく

冲
ちゅう

が好きで、虫をよく描く。最近は蟻や猫などをシリーズで描いている。
　2021（令和 3）年から一般社団法人岡山障害者文化芸術協会の多機能型事業所アート＆ジョブセンター
の就労継続支援A型事業所「アートカンパニー」を利用、「きらぼしアートセンター」に所属。作品は岡
山県内の病院でホスピタルアートとして展示されている。

　ペンでケント紙に描いたモノクロのペン画。
　猫は以前から好きだった動物で、好んで描いていたが、シリーズとして昨年から再開した。
　毛並みを点描で描いた水彩画などにファンがついて、展示会に出すと必ず“売ってほしい”
とオファーがある人気シリーズだ。
　この絵の一番下には蟻の行列が描かれている。こちらも昨年から始まった蟻シリーズで、
小さな表現にペン画のおもしろさが出ている。あっさりと描いているが、なかなか味わい
深い作品に仕上がっている。

（文：一般社団法人岡山障害者文化芸術協会 代表理事　阪本文雄）

画材：ケント紙、ペン／サイズ：275mm× 275mm

協力：一般社団法人岡山障害者文化芸術協会



◎本誌掲載記事はホームページでもご覧いただけます。（https://www.jeed.go.jp/）

「ある日、障害のある人の働く姿を追ったテレビ番組を見ました。健
けな

気
げ

に一生懸命働いている様子に
とても感動しました。パン屋さんにかぎらず、いろいろな仕事で障害のある人が活躍することを願い、
思いを込めて描きました。音楽を聴いたり絵を描いたりするのが以前から好きで、それを楽しみに毎
日を過ごしています」
令和４年度 障害者雇用支援月間絵画コンテスト　高校・一般の部　高齢・障害・求職者雇用支援機構理事長奨励賞

表紙絵の説明

地域に根ざした事業と連携でノーマライゼーションを実践
株式会社テルベ（北海道）
文：豊浦美紀／写真：官野 貴

令和４年度 就業支援スキル向上研修のご案内 /
『働く広場』公開座談会　視覚障害者の雇用は今！～コロナ禍で変化している雇用環境に対する取組み～/
第42回全国アビリンピック開催のお知らせ

発達障害と就労 第１回 ～働き続けるために必要なこと～  
特定非営利活動法人クロスジョブ クロスジョブ堺 副所長　砂川双葉

ものづくりをアシスト ～期待を超える品質への挑戦～
小林製薬チャレンジド株式会社（富山県）
写真／文：官野 貴
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（文）豊浦美紀　（写真）官野 貴

株式会社テルベ
〒099-0876　北海道北見市富里222-1
TEL 0157-33-2211  FAX 0157-33-2215

取材先データ

Keyword：身体障害、知的障害、特例子会社、特別支援学校、
 農業、印刷、ノーマライゼーション

グループホームなどの支援機関、家族を含めた４者面談で情報共有

地域に根ざした事業と連携で
ノーマライゼーションを実践

― 株式会社テルベ（北海道）―
大手コンビニエンスストア、スーパーなどを展開するグループの特例子会社では、年間100トンを
超える椎茸栽培を中心に、地域との連携によりノーマライゼーションの実践に取り組んでいる。
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「
緑
の
大
地
」
を
意
味
す
る
フ
ラ
ン
ス
語
か
ら

名
づ
け
ら
れ
た
と
い
う
「
株
式
会
社
テ
ル
ベ
」（
以

下
、「
テ
ル
ベ
」）
は
、
北
海
道
ら
し
い
雄
大
な
緑

に
恵
ま
れ
た
場
所
に
あ
る
。
１
９
９
４（
平
成
６
）

年
、
当
時
の
イ
ト
ー
ヨ
ー
カ
堂
グ
ル
ー
プ
（
株
式

会
社
イ
ト
ー
ヨ
ー
カ
堂
、
株
式
会
社
セ
ブ
ン
‐
イ

レ
ブ
ン
・
ジ
ャ
パ
ン
な
ど
４
社
）
と
北
見
市
の
出

資
に
よ
り
、
株
式
会
社
イ
ト
ー
ヨ
ー
カ
堂
（
以

下
、「
ヨ
ー
カ
堂
」）
の
特
例
子
会
社
と
し
て
設

立
さ
れ
た
。
そ
の
後
、
２
０
０
５
年
に
株
式
会

社
セ
ブ
ン
＆
ア
イ
・
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
（
以
下
、

「
セ
ブ
ン
＆
ア
イ
Ｈ
Ｄ
」）
の
設
立
に
と
も
な
い
、

セ
ブ
ン
＆
ア
イ
Ｈ
Ｄ
の
特
例
子
会
社
と
し
て
再
認

定
さ
れ
た
。

テ
ル
ベ
が
北
見
市
に
設
立
さ
れ
た
の
は
、
資

本
構
成
の
１
％
を
に
な
う
北
見
市
の
誘
致
も

き
っ
か
け
の
一
つ
だ
っ
た
そ
う
だ
。
障
害
者

雇
用
率
が
未
達
成
だ
っ
た
ヨ
ー
カ
堂
が
、
１
９

９
１
年
に
「
ノ
ー
マ
ラ
イ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
推
進
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
発
足
さ
せ
、
各
店
舗
で
の
直

接
雇
用
拡
大
と
並
行
し
て
特
例
子
会
社
の
設
立

を
検
討
し
て
い
た
と
こ
ろ
だ
っ
た
。
テ
ル
ベ
は
、

地
元
の
「
社
会
福
祉
法
人
萌も

え

木ぎ

の
会
（
当
時
の

共
同
作
業
所
「
工
房
と
み
さ
と
」）」（
以
下
、「
萌

木
の
会
」）
が
運
営
す
る
福
祉
施
設
の
利
用
者
が

一
般
就
労
で
き
る
受
け
皿
と
し
て
も
期
待
さ
れ
、

隣
地
に
建
て
ら
れ
た
。

事
業
所
は
現
在
、
本
社
が
あ
る
北
海
道
北
見

市
と
東
京
都
千
代
田
区
の
２
カ
所
。
北
見
事
業

所
は
従
業
員
34
人
の
う
ち
障
害
の
あ
る
従
業
員

が
19
人
（
身
体
障
害
６
人
、知
的
障
害
13
人
）、

コ
ピ
ー
セ
ン
タ
ー
を
運
営
す
る
東
京
事
業
所
は

従
業
員
６
人
（
う
ち
知
的
障
害
１
人
）
で
、
グ

ル
ー
プ
５
社
を
グ
ル
ー
プ
適
用
し
た
障
害
者
雇

用
率
は
２
・
98
％
（
２
０
２
２
︿
令
和
４
﹀
年

６
月
１
日
現
在
）
だ
と
い
う
。
ま
た
、
公
益
社

団
法
人
北
見
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
高

齢
者
12
人
も
一
緒
に
働
い
て
い
る
。
ヨ
ー
カ
堂
か

ら
出
向
し
、
テ
ル
ベ
総
務
部
の
マ
ネ
ジ
ャ
ー
を

務
め
る
小こ

林ば
や
し

達た
つ

也や

さ
ん
は
、「
私
た
ち
は
設
立
以

来
、
ノ
ー
マ
ラ
イ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
の
実
践
企
業
と

し
て
、
ハ
ン
デ
ィ
の
あ
る
人
も
な
い
人
も
、
若
い

人
も
高
齢
者
も
、
そ
れ
ぞ
れ
の
特
色
を
活
か
し

て
就
業
で
き
る
職
場
づ
く
り
を
目
ざ
し
て
き
ま

し
た
」
と
説
明
す
る
。
テ
ル
ベ
は
２
０
１
７
年

に
公
益
社
団
法
人
全
国
重
度
障
害
者
雇
用
事
業

所
協
会
（
現
・
公
益
社
団
法
人
全
国
障
害
者
雇

用
事
業
所
協
会
）
の
「
障
害
者
活
躍
企
業
」
第

１
号
に
認
証
さ
れ
、
さ
ら
に
、
２
０
２
０
年
に

は
若
者
の
採
用
・
育
成
に
積
極
的
で
雇
用
管
理

の
状
況
な
ど
が
優
良
な
中
小
企
業
と
し
て
、
厚

生
労
働
省
の「
ユ
ー
ス
エ
ー
ル
認
定
企
業
」
に
も

認
定
さ
れ
て
い
る
。

テ
ル
ベ
で
手
が
け
て
い
る
の
は
、
椎し

い

茸た
け

事
業

と
印
刷
事
業
の
二
つ
。
ち
な
み
に
北
海
道
は
、

生
椎
茸
生
産
量
が
徳
島
県
に
次
い
で
全
国
２
位

の
特
産
地
で
も
あ
る
（
※
）。
隣
地
の
萌
木
の
会
と

連
携
し
な
が
ら
、
事
業
と
雇
用
の
安
定
を
図
っ

て
き
た
。

テ
ル
ベ
で
は
設
立
時
、
萌
木
の
会
の
利
用
者

も
含
め
障
害
の
あ
る
従
業
員
が
20
人
近
く
入
社

し
、
そ
の
後
は
退
職
者
が
出
る
た
び
に
採
用
し

て
き
た
。
地
域
の
特
別
支
援
学
校
と
も
連
携
し
、

採
用
予
定
の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
職
場
体
験
・

実
習
（
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
）
を
毎
年
実
施
し

て
い
る
。
小
林
さ
ん
が
説
明
す
る
。

「
ま
ず
本
人
に
、
何
の
た
め
に
働
く
の
か
を
含

め
、
一
般
就
労
に
対
す
る
意
識
を
確
認
し
ま
す
。

６
~
８
週
間
の
実
習
を
通
し
て
、
一
つ
ひ
と
つ
の

作
業
の
理
解
、
わ
か
ら
な
い
こ
と
を
質
問
す
る

姿
勢
、
基
本
的
な
マ
ナ
ー
の
実
践
も
う
な
が
し

ま
す
。
無
理
を
し
て
一
般
就
労
を
目
ざ
し
、
あ

と
で
本
人
が
つ
ら
く
な
ら
な
い
よ
う
見
き
わ
め

る
こ
と
も
大
事
で
す
」

採
用
に
お
い
て
は
「
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
へ
の

入
居
」
も
重
視
し
て
い
る
。
地
域
の
特
別
支
援

学
校
に
は
道
内
か
ら
集
ま
っ
た
寮
生
活
者
が
多

い
た
め
、
就
職
後
い
き
な
り
一
人
暮
ら
し
を
始

セ
ブ
ン
＆
ア
イ
・
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス

の
特
例
子
会
社

総務部マネジャーで
障害者職業生活相談員の小林達也さん

特
別
支
援
学
校
の
生
徒
を
対
象
に

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ

北見市の誘致で福祉施設の隣地に拠点。シルバー人材もともに働く

グループホームなどの支援機関、家族を含めた４者面談で情報共有

企業や地域の小中学校を対象にノーマライゼーションの発信活動

地域に根ざした事業と連携で
ノーマライゼーションを実践

― 株式会社テルベ（北海道）―
大手コンビニエンスストア、スーパーなどを展開するグループの特例子会社では、年間100トンを
超える椎茸栽培を中心に、地域との連携によりノーマライゼーションの実践に取り組んでいる。

1
2
3

POINT

※ 農林水産省「令和３年 特用林産基礎資料（特用林産物生産統計調査）」
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め
る
の
で
は
な
く
、
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
で
日
常

生
活
の
支
援
を
受
け
な
が
ら
経
済
的
・
精
神
的

自
立
に
つ
な
げ
て
も
ら
う
。
現
在
は
北
見
市
内

の
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
複
数
カ
所
か
ら
計
８
人
が

通
う
ほ
か
、
今
年
７
月
か
ら
は
グ
ル
ー
プ
ホ
ー

ム
を
卒
業
し
て
一
人
暮
ら
し
を
始
め
た
従
業
員

も
１
人
い
る
そ
う
だ
。

 
入
社
後
は
、
特
に
知
的
障
害
の
あ
る
従
業
員

一
人
ひ
と
り
に
合
わ
せ
た
Ｏ
Ｊ
Ｔ
（
オ
ン
・
ザ
・

ジ
ョ
ブ
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
）
を
行
い
な
が
ら
、
ナ

チ
ュ
ラ
ル
サ
ポ
ー
ト
を
図
る
。
ス
ム
ー
ズ
で
細

や
か
な
支
援
に
欠
か
せ
な
い
の
が
、
月
１
回
の

定
着
会
議
と
、
半
年
ご
と
に
開
催
す
る
４
者
面

談
だ
。

定
着
会
議
は
、
テ
ル
ベ
の
管
理
職
９
人
と
セ

ブ
ン
＆
ア
イ
Ｈ
Ｄ
の
障
害
者
雇
用
担
当
者
の
ほ

か
、
東
京
駐
在
の
代
表
取
締
役
社
長
の
藤ふ

じ

本も
と

圭け
い

子こ

さ
ん
も
Ｗ
Ｅ
Ｂ
会
議
シ
ス
テ
ム
で
参
加
し
、

各
従
業
員
の
情
報
共
有
や
配
慮
事
項
の
確
認
な

ど
を
行
う
。
会
議
参
加
者
11
人
中
７
人
が
障
害

者
職
業
生
活
相
談
員
で
、
う
ち
総
務
部
の
ア
シ

ス
タ
ン
ト
マ
ネ
ジ
ャ
ー
を
務
め
る
大お

お

石い
し

静し
ず
か

さ
ん

は
、企
業
在
籍
型
ジ
ョ
ブ
コ
ー
チ
と
産
業
カ
ウ
ン

セ
ラ
ー
の
資
格
も
持
っ
て
い
る
。

４
者
面
談
は
、
テ
ル
ベ
側
と
支
援
機
関
（
グ

ル
ー
プ
ホ
ー
ム
や
就
労
移
行
支
援
事
業
所
）、
家

族
・
親
族
、
そ
し
て
本
人
（
た
だ
し
後
半
か
ら

参
加
）
が
一
堂
に
会
す
る
。
前
半
は
、
仕
事
面

と
生
活
面
で
の
状
況
報
告
や
課
題
・
悩
み
を
３

者
で
共
有
し
、
後
半
で
は
、
本
人
の
希
望
や
目

標
を
確
認
し
な
が
ら
具
体
的
な
方
針
な
ど
も
設

定
。
大
石
さ
ん
は
、「
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
で
の
人

間
関
係
や
私
生
活
が
業
務
に
影
響
す
る
ケ
ー
ス

も
少
な
く
な
い
の
で
、
関
係
者
が
顔
を
合
わ
せ

た
意
見
交
換
は
と
て
も
重
要
で
す
。
ま
た
家
族

に
と
っ
て
は
、
離
れ
て
暮
ら
す
本
人
の
成
長
ぶ

り
を
知
る
貴
重
な
機
会
と
な
っ
て
い
る
よ
う
で

す
」
と
話
す
。

 

椎
茸
事
業
は
、
栽
培
か
ら
収
穫
、
出
荷
ま
で

が
一
貫
し
て
北
見
事
業
所
で
行
わ
れ
て
い
る
。

本
館
と
屋
根
つ
き
廊
下
で
つ
な
が
っ
て
い
る
冷

暖
房
完
備
の
栽
培
用
ハ
ウ
ス
は
３
棟
。
１
棟（
約

２
５
０
㎡
）
あ
た
り
２
万
個
の
菌
床
で
育
て
た

椎
茸
の
生
産
量
は
、
年
間
で
計
１
０
０
ト
ン
超

に
も
の
ぼ
る
と
い
う
。
毎
日
午
前
中
に
収
穫
さ

れ
た
椎
茸
は
、
本
館
内
の
作
業
所
に
運
ば
れ
、

人
の
手
で
サ
イ
ズ
や
品
質
な
ど
に
よ
り
10
種
に

選
別
。
パ
ッ
キ
ン
グ
加
工
さ
れ
当
日
の
う
ち
に

出
荷
さ
れ
る
。

商
品
は
、北
海
道
内
や
首
都
圏
の
イ
ト
ー
ヨ
ー

カ
ド
ー
、
セ
ブ
ン
‐
イ
レ
ブ
ン
各
店
舗
の
ほ
か
、

青
果
市
場
を
経
由
し
て
北
見
市
内
の
ス
ー
パ
ー

な
ど
で
も
販
売
。
２
０
１
８
年
に
は
、
テ
ル
ベ

の
椎
茸
ブ
ラ
ン
ド
「
て
る
べ
え
」
の
名
前
が
つ

い
た
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
つ
き
の
パ
ッ
ケ
ー
ジ
デ
ザ

イ
ン
を
導
入
し
た
。
小
林
さ
ん
は
、「
幅
広
い
層

の
お
客
さ
ま
に
認
知
い
た
だ
け
る
よ
う
、
か
わ

い
ら
し
い
デ
ザ
イ
ン
に
し
ま
し
た
。
自
社
ブ
ラ
ン

ド
を
立
ち
上
げ
た
こ
と
で
、責
任
と
誇
り
を
も
っ

て
栽
培
、収
穫
す
る
こ
と
に
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
」

と
話
す
。

規
格
外
と
な
っ
た
も
の
は
ス
ラ
イ
ス
し
て
乾

燥
椎
茸
と
し
て
商
品
化
し
、
一
般
販
売
だ
け
で

な
く
、
グ
ル
ー
プ
会
社
の
社
員
食
堂
や
小
中
学

校
の
給
食
用
に
卸
し
た
り
、
北
見
市
ふ
る
さ
と

納
税
返
礼
品
に
登
録
し
た
り
し
て
い
る
。

２
０
２
０
年
に
は
、
椎
茸
の
菌
床
ブ
ロ
ッ
ク

製
造
も
ス
タ
ー
ト
し
た
。
栽
培
ハ
ウ
ス
の
近
く

年
間
１
０
０
ト
ン
超
の
椎
茸
生
産

半
年
ご
と
に
４
者
面
談

椎茸事業部アシスタントマネジャーの
米田二無さん

総務部アシスタントマネジャーの
大石静さん

室温や湿度が調整可能な
椎茸栽培用のハウス

包装された椎茸。「てるべえ」が
描かれたシールが貼られている椎茸は最適な栽培環境で育つ

選別と包装作業の様子
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に
作
業
棟
を
新
設
し
、
作
業
は
萌
木
の
会
の
就

労
継
続
支
援
Ｂ
型
事
業
所
に
委
託
し
て
い
る
。

北
海
道
産
の
お
が
粉
な
ど
で
つ
く
ら
れ
た
菌
床

ブ
ロ
ッ
ク
は
、
２
回
の
収
穫
後
、
萌
木
の
会
所

有
の
畑
で
肥
料
と
し
て
再
利
用
さ
れ
て
い
る
そ

う
だ
。

 

椎
茸
事
業
部
で
は
、
知
的
障
害
の
あ
る
８
人

と
聴
覚
障
害
の
あ
る
３
人
、
内
部
障
害
の
あ
る

１
人
の
従
業
員
が
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

の
高
齢
者
12
人
と
と
も
に
働
い
て
い
る
。

さ
っ
そ
く
栽
培
ハ
ウ
ス
を
見
学
さ
せ
て
も
ら
っ

た
。
７
段
の
棚
に
菌
床
ブ
ロ
ッ
ク
が
び
っ
し
り

並
ぶ
な
か
、
椎
茸
の
間
引
き
が
行
わ
れ
て
い
た
。

作
業
中
の
１
人
、
櫻さ

く
ら

田だ

啓ひ
ろ
し

さ
ん
（
53
歳
）
は
、

勤
続
27
年
に
な
る
ベ
テ
ラ
ン
だ
。
道
内
の
特
別

支
援
学
校
を
卒
業
後
、
木
工
会
社
を
経
て
福
祉

施
設
で
内
職
な
ど
を
し
て
い
た
櫻
田
さ
ん
は
、

「
テ
ル
ベ
で
は
毎
日
み
ん
な
と
会
話
し
な
が
ら
仕

事
が
で
き
る
の
が
う
れ
し
い
で
す
。
体
力
を
使

う
作
業
も
多
い
の
で
す
が
、
持
病
の
頭
痛
や
腰

痛
に
も
気
を
つ
け
な
が
ら
、
定
年
ぐ
ら
い
ま
で

元
気
に
働
き
続
け
ら
れ
る
よ
う
、
が
ん
ば
り
た

い
で
す
」
と
話
す
。

櫻
田
さ
ん
た
ち
を
指
導
す
る
シ
ニ
ア
社
員
の

阿あ

部べ

浩ひ
ろ

道み
ち

さ
ん
は
、
テ
ル
ベ
設
立
時
か
ら
か
か

わ
り
、
定
年
後
の
い
ま
は
再
雇
用
の
社
員
と
し

て
働
い
て
い
る
。
職
場
で
は
「
本
人
の
得
意
・

不
得
意
を
よ
く
見
な
が
ら
、
一
番
力
を
発
揮
し

や
す
い
方
法
で
作
業
で
き
る
よ
う
工
夫
し
て
い

ま
す
。
ほ
か
に
気
を
つ
け
て
い
る
の
は
、
全
員

に
公
平
に
仕
事
を
分
担
さ
せ
る
こ
と
で
す
。
仕

事
内
容
の
違
い
な
ど
を
め
ぐ
っ
て
悩
ま
な
い
よ

う
、
一
人
ひ
と
り
へ
の
声
か
け
も
大
事
に
し
て

い
ま
す
」
と
い
う
。

収
穫
さ
れ
た
椎
茸
を
選
別
・
包
装
す
る
の
は

本
館
内
の
作
業
フ
ロ
ア
だ
。
大
量
の
椎
茸
に
一

つ
ず
つ
専
用
リ
ン
グ
を
あ
て
て
サ
イ
ズ
を
測
り
、

壁
に
貼
っ
て
あ
る
ポ
ス
タ
ー
の
写
真
を
参
考
に

し
な
が
ら
３
段
階
の
品
質
ご
と
に
分
け
て
い
く
。

包
装
さ
れ
た
商
品
を
、
手
早
く
出
荷
用
の
か

ご
に
詰
め
て
い
た
の
は
、
椎
茸
事
業
部
の
ア
シ
ス

タ
ン
ト
マ
ネ
ジ
ャ
ー
を
務
め
る
米よ

ね

田た

二ふ
た

無む

さ
ん

（
46
歳
）。
以
前
は
別
の
会
社
に
勤
め
て
い
た
が
、

心
臓
の
病
気
で
内
部
障
害
と
な
り
、
２
０
１
５

年
に
テ
ル
ベ
に
入
社
。
す
で
に
聴
覚
障
害
の
あ

る
同
僚
３
人
が
い
た
た
め
、
指
導
す
る
立
場
と

し
て
手
話
を
覚
え
る
必
要
が
あ
り
、「
北
見
市

の
手
話
講
座
な
ど
も
受
け
て
、
簡
単
な
会
話
は

で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
」
と
笑
顔
で
話
す
。

日
ご
ろ
現
場
で
指
示
す
る
と
き
は
、
全
員
が
理

解
で
き
る
よ
う
わ
か
り
や
す
い
言
葉
遣
い
を
意

識
し
て
い
る
と
い
う
。

最
近
う
れ
し
い
こ
と
も
あ
っ
た
そ
う
だ
。
勤

続
10
年
の
女
性
従
業
員
が
、
エ
ア
噴
射
機
で
椎

茸
を
き
れ
い
に
す
る
作
業
を
「
や
っ
て
み
た
い

で
す
」
と
申
し
出
て
き
た
。
米
田
さ
ん
は
「
む

ず
か
し
い
か
も
し
れ
な
い
と
思
っ
て
い
た
の
で

「
自
分
が
で
き
る
よ
う
に
な
れ
ば
」

環
境
に
配
慮
し
た
印
刷

測
定
器
の
検
定
業
務

椎茸事業部で働く櫻田啓さん

椎茸事業部アシスタントマネジャーの
米田二無さん

椎茸を出荷用のかごに詰める米田さん

椎茸事業部で指導にあたる阿部浩道さん椎茸の選別などが行われる作業フロア
椎茸は最適な栽培環境で育つ

選別と包装作業の様子椎茸の間引きを行う櫻田さん
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す
が
、
３
カ
月
ほ
ど
練
習
を
く
り
返
し
て
覚
え

て
も
ら
い
、
と
う
と
う
一
人
で
も
作
業
で
き
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
」
と
喜
ぶ
。
本
人
が
申
し

出
た
理
由
に
つ
い
て
米
田
さ
ん
は
、「
私
の
忙
し

い
姿
を
見
て
、『
自
分
も
作
業
が
で
き
れ
ば
楽
に

な
る
の
で
は
』
と
思
っ
た
よ
う
で
す
。
そ
の
話

を
聞
い
て
驚
き
つ
つ
も
う
れ
し
く
な
り
ま
し
た
」

と
教
え
て
く
れ
た
。

 
椎
茸
事
業
と
と
も
に
当
初
か
ら
ス
タ
ー
ト
さ

せ
て
い
る
印
刷
事
業
は
、
グ
ル
ー
プ
会
社
内
で

使
う
帳
票
類
や
チ
ラ
シ
、
ポ
ス
タ
ー
、
名
刺
、

小
冊
子
な
ど
を
手
が
け
る
ほ
か
、
北
見
市
内
の

企
業
や
施
設
、
学
校
な
ど
か
ら
も
注
文
を
受
け

て
い
る
。

現
場
は
、
椎
茸
の
出
荷
作
業
が
行
わ
れ
て
い

る
フ
ロ
ア
の
隣
。
二
つ
に
分
か
れ
た
広
い
部
屋

に
は
、
製
本
用
機
器
か
ら
カ
ラ
ー
デ
ジ
タ
ル
複

合
機
、
本
格
的
な
オ
フ
セ
ッ
ト
印
刷
機
ま
で
揃

う
。
現
場
を
取
り
仕
切
る
の
は
、
印
刷
事
業
部

の
ア
シ
ス
タ
ン
ト
マ
ネ
ジ
ャ
ー
を
務
め
る
川か

わ

口ぐ
ち

透と
う

意い

さ
ん
。「
私
自
身
、
入
社
時
は
先
輩
従
業

員
の
み
な
さ
ん
か
ら
教
え
て
も
ら
っ
た
こ
と
も

多
く
、
障
害
の
有
無
は
あ
ま
り
意
識
し
て
い
ま

せ
ん
。
た
だ
体
調
な
ど
は
本
人
が
気
づ
か
な
い

こ
と
も
あ
る
の
で
、
休
憩
時
間
に
軽
く
話
し
な

が
ら
様
子
を
確
認
し
て
い
ま
す
」
と
話
す
。
指

導
す
る
立
場
に
な
っ
て
か
ら
心
が
け
て
い
る
こ

と
は
、「（
障
害
の
あ
る
従
業
員
に
）
同
僚
と
比

べ
る
こ
と
を
さ
せ
な
い
」、「
作
業
の
な
か
で
ミ
ッ

シ
ョ
ン
を
達
成
で
き
な
か
っ
た
と
き
は
、
相
手
の

目
線
に
立
っ
て
指
導
す
る
」
こ
と
だ
そ
う
だ
。

デ
ザ
イ
ン
制
作
な
ど
を
担
当
す
る
車
い
す

ユ
ー
ザ
ー
の
井い

の

下し
た

正ま
さ

幸ゆ
き

さ
ん
（
54
歳
）
は
、
テ

ル
ベ
設
立
時
に
入
社
し
た
。
も
と
も
と
木
材
会

社
で
働
い
て
い
た
井
下
さ
ん
は
、
通
勤
中
に
交

通
事
故
に
あ
い
脊
髄
損
傷
を
負
っ
た
そ
う
だ
。

そ
の
後
は
不
定
期
に
パ
ソ
コ
ン
な
ど
を
使
っ
た

仕
事
を
し
て
い
た
が
、
テ
ル
ベ
の
こ
と
を
市
報

で
知
り
応
募
。「
地
元
に
テ
ル
ベ
の
よ
う
な
会

社
が
で
き
た
の
は
幸
運
で
し
た
」
と
ふ
り
返
る
。

入
社
後
は
、
同
僚
に
教
わ
り
な
が
ら
デ
ザ
イ
ン

の
仕
事
も
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
。「
職

場
内
は
車
い
す
で
も
非
常
に
動
き
や
す
く
、
和

気
あ
い
あ
い
と
し
た
雰
囲
気
も
含
め
、
ハ
ー
ド
・

ソ
フ
ト
の
両
面
で
バ
リ
ア
フ
リ
ー
だ
な
と
感
じ

て
い
ま
す
」
と
話
す
。

特
別
支
援
学
校
在
学
中
に
職
場
実
習
を
経
験

し
、
２
０
１
７
年
に
入
社
し
た
富と

み

田た

雪ゆ
き

乃の

さ
ん

（
24
歳
）
は
、
最
初
は
椎
茸
栽
培
に
た
ず
さ
わ
っ

て
い
た
が
「
出
荷
に
間
に
合
う
よ
う
収
穫
で
き

る
か
毎
日
ド
キ
ド
キ
で
し
た
」
と
明
か
す
。
い

ま
は
印
刷
事
業
部
で
さ
ま
ざ
ま
な
補
助
業
務
を

担
当
し
、「
自
分
の
ペ
ー
ス
で
進
め
ら
れ
る
の
で
、

合
っ
て
い
る
と
感
じ
ま
す
」
と
い
う
。
今
後
に

つ
い
て
聞
く
と
「
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
の
生
活
は

楽
し
い
で
す
が
、
社
内
の
先
輩
の
よ
う
に
一
人

暮
ら
し
を
目
ざ
し
て
貯
金
し
て
い
ま
す
」
と
話

し
て
く
れ
た
。

そ
の
先
輩
と
い
う
の
が
２
０
１
３
年
入
社
の

米よ
ね

澤ざ
わ

利と
し

昭あ
き

さ
ん
（
30
歳
）
だ
。
こ
の
９
年
間
で

順
調
に
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
し
て
き
た
と
い
う
。

ま
ず
印
刷
の
断
裁
作
業
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
、
入

社
６
年
目
に
、
操
作
が
複
雑
な
オ
フ
セ
ッ
ト
印

刷
機
の
仕
事
を
担
当
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。「
自

分
に
務
ま
る
の
か
不
安
で
し
た
が
、
社
員
さ
ん

に
教
わ
り
、
な
ん
と
か
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
」
と
話
す
。
２
０
１
９
年
に
は
テ
ル
ベ
か

ら
初
め
て
地
方
ア
ビ
リ
ン
ピ
ッ
ク
北
海
道
大
会

の
オ
フ
ィ
ス
ア
シ
ス
タ
ン
ト
種
目
に
挑
戦
。同
年
、

運
転
免
許
も
取
得
し
マ
イ
カ
ー
通
勤
に
な
っ
た
。

「
ど
れ
も
、
職
場
の
上
司
に
す
す
め
ら
れ
た
か
ら

こ
そ
挑
戦
で
き
ま
し
た
。
少
し
ず
つ
自
信
も
つ

い
て
き
た
と
思
い
ま
す
」
と
米
澤
さ
ん
。

８
年
目
に
は
パ
ー
ト
タ
イ
ム
の
有
期
雇
用
か

ら
契
約
社
員
に
登
用
さ
れ
、
10
年
目
の
今
年
７

月
か
ら
は
念
願
の
一
人
暮
ら
し
を
ス
タ
ー
ト
。

「
地
元
の
公
営
住
宅
の
抽
選
に
何
度
も
応
募
し

ま
し
た
。
自
炊
や
家
事
は
苦
労
も
あ
り
ま
す
ね
。

さ
び
し
く
な
っ
た
ら
、
仕
事
を
終
え
た
後
に
差

し
入
れ
を
持
っ
て
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
に
立
ち
寄

り
ま
す
」
と
笑
顔
で
語
っ
て
く
れ
た
。

本
格
的
な
印
刷
事
業

印刷事業部アシスタントマネジャーの
川口透意さん

印刷事業部でデザイン制作などを
担当する井下正幸さん

パソコンで印刷物のデザインを行う井下さん

富田さんは印刷物の梱包作業などを
担当している
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設
立
28
年
を
迎
え
る
テ
ル
ベ
で
は
い
ま
、
高

齢
化
す
る
従
業
員
へ
の
対
応
も
大
き
な
課
題
の

ひ
と
つ
に
な
っ
て
い
る
。「
加
齢
に
よ
り
生
産
性

は
下
が
り
ま
す
が
、
安
易
に
事
務
や
軽
作
業
に

変
え
る
の
も
、
本
人
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
低
下

の
誘
因
に
な
り
か
ね
ま
せ
ん
」
と
小
林
さ
ん
。

例
え
ば
知
的
障
害
の
あ
る
50
代
の
男
性
従
業

員
は
、
30
代
で
病
気
を
患
い
、
運
動
療
法
も
兼

ね
て
、
軽
作
業
か
ら
栽
培
ハ
ウ
ス
で
の
作
業
に

転
向
し
た
。
主
治
医
か
ら
の
「
栽
培
ハ
ウ
ス
で

体
を
動
か
し
て
い
る
か
ら
こ
そ
持
病
の
悪
化
を

防
い
で
い
る
」
と
の
ア
ド
バ
イ
ス
も
あ
り
、
ハ

ウ
ス
で
の
作
業
を
続
け
て
い
る
。

ま
た
別
の
知
的
障
害
の
あ
る
50
代
の
女
性
従

業
員
は
、
担
当
す
る
印
刷
業
務
が
大
好
き
で
意

欲
的
だ
が
、
数
年
前
に
体
調
を
崩
し
入
院
。
そ

の
後
も
体
力
が
追
い
つ
か
ず
、
週
末
に
な
る
と

起
き
上
が
れ
な
く
な
る
状
態
が
続
い
た
。
そ
こ

で
水
曜
日
も
休
日
に
し
て
週
４
日
勤
務
に
し
た

と
こ
ろ
不
調
が
な
く
な
っ
た
。
大
石
さ
ん
は「
元

気
そ
う
な
様
子
に
周
囲
か
ら
『
週
５
日
に
戻
し

て
も
』
と
い
う
声
が
上
が
り
ま
す
が
、
油
断
は

禁
物
で
す
。
慎
重
に
様
子
を
見
な
が
ら
、
安

定
し
て
働
け
る
環
境
を
整
え
る
こ
と
が
大
切
で

す
」
と
話
す
。
一
方
で
時
折
、椎
茸
事
業
の
“
応

援
”
に
も
出
向
い
て
も
ら
っ
て
い
る
。「
同
僚

の
助
け
に
な
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
、
本
人

に
と
っ
て
新
た
な
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に
な
っ
て

い
る
よ
う
で
す
」

 

テ
ル
ベ
で
は
、
外
部
に
向
け
た
ノ
ー
マ
ラ
イ

ゼ
ー
シ
ョ
ン
推
進
に
も
地
道
に
取
り
組
ん
で
き

た
。
北
見
事
業
所
で
は
、
年
間
５
０
０
人
超
の

見
学
者
受
入
れ
の
ほ
か
、
企
業
や
学
校
へ
の
出

張
講
演
な
ど
を
実
施
。
障
害
の
あ
る
従
業
員
が
、

テ
ル
ベ
で
働
く
こ
と
や
社
会
生
活
の
体
験
な
ど

を
語
り
な
が
ら
、
ノ
ー
マ
ラ
イ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
の

あ
り
方
を
伝
え
て
い
る
。

セ
ブ
ン
＆
ア
イ
Ｈ
Ｄ
の
従
業
員
向
け
に
は
、

広
報
紙
「
テ
ル
ベ
通
信
」
を
２
０
０
９
年
か
ら

毎
月
発
行
し
て
い
る
。
最
初
の
こ
ろ
は
、
北
海

道
の
美
し
い
風
景
写
真
と
と
も
に
テ
ル
ベ
の
存

在
を
知
っ
て
も
ら
う
内
容
だ
っ
た
そ
う
だ
が
、

近
年
は
、
従
業
員
の
働
き
ぶ
り
や
事
業
内
容
な

ど
を
積
極
的
に
紹
介
。
そ
の
効
果
も
出
て
い
る

と
大
石
さ
ん
が
話
す
。

「
創
刊
１
０
０
号
記
念
で
、
感
想
を
送
っ
て

く
れ
た
従
業
員
へ
椎
茸
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
す
る
企

画
を
行
い
ま
し
た
。
す
る
と
広
島
に
い
る
聴
覚

障
害
の
あ
る
従
業
員
か
ら
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
届
き
、

そ
れ
を
機
に
『
ど
う
し
た
ら
ノ
ー
マ
ラ
イ
ゼ
ー

シ
ョ
ン
が
浸
透
す
る
だ
ろ
う
か
』
と
意
見
交
換

が
始
ま
り
ま
し
た
。
セ
ブ
ン
＆
ア
イ
Ｈ
Ｄ
の
障

害
者
雇
用
担
当
者
も
加
わ
り
、
ど
う
進
め
て
い

く
か
検
討
す
る
小
さ
な
一
歩
を
ふ
み
出
し
て
い

ま
す
」

テ
ル
ベ
の
規
模
は
設
立
時
か
ら
大
き
く
変
わ
っ

て
い
な
い
。
逆
に
こ
こ
数
年
は
燃
料
高
騰
や
デ

ジ
タ
ル
化
の
波
で
、
事
業
と
雇
用
の
維
持
が
優

先
課
題
で
も
あ
る
。
そ
の
う
え
で
、
今
後
の
テ

ル
ベ
の
使
命
に
つ
い
て
、
小
林
さ
ん
は
、「
も
と

も
と
テ
ル
ベ
は
障
害
者
雇
用
率
の
達
成
が
主
目

的
で
は
な
く
、
グ
ル
ー
プ
企
業
に
ノ
ー
マ
ラ
イ

ゼ
ー
シ
ョ
ン
の
理
念
を
浸
透
さ
せ
る
た
め
の
ノ
ウ

ハ
ウ
な
ど
を
研
究
す
る
た
め
に
設
立
さ
れ
た
と

い
う
経
緯
も
あ
り
ま
す
。
テ
ル
ベ
の
や
り
方
を

そ
の
ま
ま
グ
ル
ー
プ
会
社
の
直
接
雇
用
で
実
践

す
る
の
は
条
件
に
よ
っ
て
む
ず
か
し
い
部
分
も

あ
り
ま
す
が
、職
場
で
の
工
夫
や
改
善
点
な
ど
、

ア
ド
バ
イ
ス
で
き
る
こ
と
も
少
な
く
な
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。
30
年
近
い
テ
ル
ベ
で
の
経
験
を
活

か
し
た
連
携
と
発
信
に
、
さ
ら
に
力
を
入
れ
て

い
く
つ
も
り
で
す
」
と
語
っ
て
く
れ
た
。

柔
軟
な
働
き
方
で

高
齢
化
に
も
対
応

ノ
ー
マ
ラ
イ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
の

浸
透
に
向
け
て

印刷事業部で働く富田雪乃さん印刷事業部で働く米澤利昭さんオフセット印刷機の調整を行う米澤さん

富田さんは印刷物の梱包作業などを
担当している
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第 1回第 1回

職場内の支援体制の課題と対応職場内の支援体制の課題と対応

　障害者雇用において､障害者が働きやすい職場環境づくり（物理的環境の
整備と人的な支援体制の構築）は欠かせません｡なかでも重要な「職場内の
人的な支援体制」を構築するためには､どのようにすればよいのでしょうか｡
　この連載では働く障害者を支える支援体制づくりについてご紹介します｡

クローズクローズ
アップアップ

せ
る
た
め
に
は
、
担
当
者
を
絞
る
必
要
も
あ

り
ま
す
。
障
害
の
あ
る
社
員
の
日
々
の
業
務

に
つ
い
て
、
仕
事
の
指
示
や
職
場
で
の
困
り

ご
と
の
相
談
な
ど
は
、
状
況
や
仕
事
内
容
を

理
解
し
て
い
る
上
司
や
同
僚
が
サ
ポ
ー
ト
に

あ
た
る
場
合
も
多
い
で
し
ょ
う
。
障
害
の
あ

る
社
員
が
、
だ
れ
の
指
示
を
あ
お
げ
ば
よ
い

か
、
だ
れ
に
相
談
す
る
の
が
よ
い
の
か
、
不
安

を
払
拭
す
る
た
め
に
も
、
身
近
で
話
し
や
す

い
〝
メ
ン
タ
ー
的
な
担
当
者
〞
を
決
め
て
お
く

こ
と
は
有
効
で
す
。

　

ま
た
、
障
害
者
雇
用
全
般
に
つ
い
て
は
総

務
や
人
事
担
当
者
の
対
応
が
必
要
な
こ
と
も

あ
り
ま
す
。
制
度
利
用
や
労
働
条
件
、
就
業

規
則
、
支
援
機
関
や
医
療
機
関
と
の
連
携
に

お
い
て
は
、
こ
れ
ら
の
担
当
者
が
窓
口
に
な

る
こ
と
が
多
い
で
し
ょ
う
。

　

職
場
内
の
支
援
者
と
し
て
、
障
害
者
職
業

生
活
相
談
員
や
企
業
在
籍
型
ジ
ョ
ブ
コ
ー
チ

と
い
っ
た
雇
用
支
援
に
関
わ
る
資
格
を
持
つ

有
資
格
者
の
方
が
い
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

　

障
害
者
雇
用
に
取
り
組
む
企
業
に
と
っ

て
、
障
害
の
あ
る
社
員
の
採
用
か
ら
職
場
定

着
ま
で
、
重
要
に
な
る
の
が
「
職
場
内
の
人

的
な
支
援
体
制
の
構
築
」
で
す
。
こ
れ
か
ら

障
害
者
雇
用
に
取
り
組
も
う
と
い
う
と
き
、

職
場
の
施
設
や
設
備
改
善
と
い
っ
た
、
ハ
ー

ド
面
に
注
目
し
が
ち
で
す
が
、
む
し
ろ
そ
れ

以
上
に
、
障
害
の
あ
る
社
員
を
受
け
入
れ
る

側
の
社
員
の
意
識
づ
け
が
ポ
イ
ン
ト
に
な
り

ま
す
。
受
け
入
れ
部
署
の
社
員
の
理
解
は

も
ち
ろ
ん
で
す
が
、
そ
れ
以
外
の
社
員
も
含

め
、
組
織
全
体
で
意
識
す
る
こ
と
が
、
障
害

の
あ
る
社
員
が
働
き
や
す
く
、
定
着
す
る
職

場
づ
く
り
へ
と
つ
な
が
っ
て
い
き
ま
す
。

　

障
害
の
あ
る
社
員
の
働
き
や
す
さ
は
、
障

害
に
理
解
の
あ
る
上
司
や
同
僚
、
人
事
担
当

者
や
有
資
格
者
と
い
っ
た｢

職
場
内
の
人
的

な
支
援
体
制｣

が
大
き
く
影
響
し
ま
す
（
９

ペ
ー
ジ
図
）。障
害
の
あ
る
社
員
が
必
要
と
す

る
サ
ポ
ー
ト
や
適
切
な
配
慮
を
、
職
場
の
社

員
全
員
が
自
然
に
で
き
る
こ
と
、
い
わ
ゆ
る

｢

ナ
チ
ュ
ラ
ル
サ
ポ
ー
ト｣

体
制
の
構
築
が
目

ざ
す
べ
き
状
態
で
あ
り
、
障
害
の
あ
る
社
員

が
働
き
や
す
い
職
場
で
あ
る
と
い
え
ま
す
。

　

支
援
や
配
慮
と
い
っ
て
も
、
障
害
の
あ
る

社
員
を
特
別
扱
い
す
る
の
で
は
な
く
、
障
害

特
性
や
仕
事
の
状
況
に
応
じ
て
、
適
切
な
配

慮
が
自
然
に
で
き
る
職
場
を
目
ざ
し
て
、
障

害
に
つ
い
て
の
基
礎
的
な
知
識
の
習
得
や
障

害
者
雇
用
の
意
義
の
理
解
な
ど
、
社
員
全
体

の
意
識
の
形
成
や
職
場
の
風
土
づ
く
り
が
大

切
で
す
。

　

そ
れ
に
よ
っ
て
、
障
害
者
雇
用
に
つ
い
て

の
組
織
全
体
の
意
識
が
底
上
げ
さ
れ
、
受
け

入
れ
部
署
や
上
司
、
同
僚
と
い
っ
た
働
く
仲

間
と
し
て
の
自
然
な
サ
ポ
ー
ト
が
で
き
る
体

制
へ
と
つ
な
が
り
ま
す
。

　

全
体
的
な
意
識
の
底
上
げ
と
と
も
に
、
障

害
の
あ
る
社
員
の
サ
ポ
ー
ト
体
制
を
機
能
さ

～職場内の人的な支援体制の構築に向けて～～職場内の人的な支援体制の構築に向けて～

障
害
者
雇
用
に
お
け
る
職
場
内
の

人
的
な
支
援
体
制
構
築
の
重
要
性

ポ
イ
ン
ト
　
❶

障
害
者
雇
用
に
適
し
た
組
織
づ
く
り

ポ
イ
ン
ト
　
❷

ポ
ジ
シ
ョ
ン
ご
と
の
役
割
分
担
と

体
制
づ
く
り

ポ
イ
ン
ト
　
❸

働
く
障
害
者
を
支
え
る

職
場
内
の
有
資
格
者
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ま
た
、
障
害
の
あ
る
社
員
の
支
援
を
続
け
る

う
ち
に
、
支
援
技
術
に
つ
い
て
興
昧
を
も
っ

た
り
、
関
連
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
講
習
を
受
け

た
り
し
て
、
社
員
が
支
援
に
関
す
る
専
門
の

資
格
を
取
得
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
そ
の

ほ
か
、
独
自
に
精
神
保
健
福
祉
士
や
公
認
心

理
師
な
ど
の
精
神
保
健
福
祉
に
関
連
す
る
資

格
を
取
得
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

障
害
の
あ
る
社
員
を
複
数
人
雇
用
す
る
会

社
で
は
、
有
資
格
者
を
、
支
援
業
務
の
専
任

と
し
て
雇
用
し
て
い
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

障
害
者
雇
用
で
の
課
題
に
つ
い
て
は｢

地

域
障
害
者
職
業
セ
ン
タ
ー｣
（
※
）
な
ど
、
専
門

の
支
援
機
関
を
活
用
す
る
こ
と
を
お
す
す
め

し
ま
す
。各
都
道
府
県
に
あ
り
、障
害
者
職

業
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
や
配
置
型
ジ
ョ
ブ
コ
ー
チ

な
ど
の
専
門
家
に
、
支
援
体
制
づ
く
り
の
相

談
な
ど
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー

ク
や
障
害
者
就
業･

生
活
支
援
セ
ン
タ
ー
と

い
っ
た
支
援
機
関
と
も
連
携
し
て
お
り
、
専

門
的
な
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
た
り
、
社
員
研

修
の
講
師
を
派
遣
し
て
も
ら
っ
た
り
す
る
こ

と
も
で
き
ま
す
。
さ
ま
ざ
ま
な
業
種
・
事
業

規
模
の
企
業
の
事
例
や
ノ
ウ
ハ
ウ
が
蓄
積
さ

れ
て
い
ま
す
の
で
、
そ
う
し
た
情
報
に
触
れ

る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
も
特
徴
で
す
。相
談

会
、研
修
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
な
ど
が
あ
る

の
で
、
ぜ
ひ
活
用
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

　

人
員
体
制
に
余
裕
の
な
い
企
業
で
は
、
障

害
の
あ
る
社
員
へ
の
支
援
が
特
定
の
者
だ
け

に
集
中
し
て
、
「
そ
の
人
に
ま
か
せ
て
お
け

ば
よ
い
」
と
い
っ
た
雰
囲
気
に
な
っ
て
し
ま

う
場
合
も
あ
り
ま
す
。
そ
う
な
る
と
、
そ
の

担
当
者
の
負
担
は
増
す
ば
か
り
で
、
ス
ト
レ

ス
な
ど
で
体
調
を
崩
す
こ
と
に
な
り
か
ね
ま

せ
ん
。
支
援
は
職
場
全
体
、
組
織
全
体
で
取

り
組
む
姿
勢
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。

【
代
表
的
な
課
題
】

・
相
談
で
き
る
相
手
が
い
な
い
た
め
、
孤
立

し
や
す
い

・
本
来
業
務
と
支
援
業
務
が
重
な
り
負
担
が

大
き
く
な
っ
て
い
る

・
専
門
機
関
な
ど
を
ど
う
利
用
し
て
よ
い
か

わ
か
ら
な
い
な
ど
、
外
部
の
支
援
機
関
と

の
連
携
不
足

　

昨
今
で
は
、企
業
内
に
「
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ

推
進
担
当
」
の
部
署
な
ど
が
設
置
さ
れ
て
い

て
、
多
様
な
属
性
を
も
つ
社
員
へ
の
対
応
や

だ
れ
も
が
働
き
や
す
い
職
場
づ
く
り
に
取
り

組
む
一
環
で
、
障
害
者
雇
用
全
般
に
つ
い
て

の
対
応
も
行
う
ケ
ー
ス
が
見
受
け
ら
れ
ま

す
。

　

次
回
以
降
は
、
職
場
内
の
支
援
体
制
構
築

に
向
け
た
、
さ
ま
ざ
ま
な
企
業
の
取
組
み
の

事
例
を
紹
介
し
ま
す
。

【監修】
独立行政法人高齢・障害・求職者雇用支援機構
中央障害者雇用情報センター
障害者雇用に取り組む企業・組織の課題に応じて、職場の支援
体制の構築に向けてさまざまなサポートを行っています。ぜひ
ご活用ください。

〒130-0022　東京都墨田区江東橋2-19-12　
                      ハローワーク墨田５階
電話：03-5638-2792／ FAX：03-5638-2282
メールアドレス：syougai-soudan@jeed.go.jp
開庁時間：月曜日～金曜日、８時45分～ 17時
※土日祝日および12月 29日から１月３日までは休み

※ 詳しくは当機構ホームページをご覧ください。 https://www.jeed.go.jp/disability/employer/employer01.html

支
援
体
制
の
構
築
に
お
い
て

企
業
が
直
面
し
や
す
い
課
題
と
は

ポ
イ
ン
ト
　
❹

地
域
障
害
者
職
業
セ
ン
タ
ー
の
活
用

支援体制図
職場内

障害のある社員Ａさん

障害者職業生活相談員

外部支援機関

企業在籍型職場適応援助者
（企業在籍型ジョブコーチ）

有資格者

上司 · 同僚

総務・人事
担当者 支援機関

スタッフ

支援 連携

支援

企業
全体を
支援

支援

支援
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抽
出
す
る
と
と
も
に
、
既
存
の
資
料
等
も
参
考
に

し
な
が
ら
障
害
者
雇
用
の
課
題
を
円
滑
に
把
握
す

る
た
め
の
「
障
害
者
雇
用
の
た
め
の
取
組
チ
ェ
ッ

ク
ポ
イ
ン
ト
一
覧
」
を
試
作

　

●
障
害
者
を
支
援
す
る
機
関
の
専
門
家
か
ら
試
作
に

対
す
る
助
言
を
得
て
内
容
を
修
正

　

●
実
際
の
事
業
主
支
援
で
試
用
し
、
企
業
の
人
事
担

当
者
か
ら
の
意
見
を
ふ
ま
え
て
さ
ら
に
修
正
を
加

え
、
完
成

　

こ
う
し
て
完
成
し
た
ツ
ー
ル
が
、
①
「
障
害
者
雇
用
の

た
め
の
サ
ポ
ー
ト
ツ
ー
ル
」（
図
１
）
と
②
「
障
害
者
雇

用
の
た
め
の
サ
ポ
ー
ト
ツ
ー
ル　

チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン
ト
別

　

参
考
資
料
」（
図
２
）で
す
。
①
は
障
害
者
雇
用
を
円
滑

に
進
め
る
た
め
の
ヒ
ン
ト
と
な
る
よ
う
な
七
つ
の
チ
ェ
ッ

ク
ポ
イ
ン
ト
を
「
障
害
者
雇
用
の
た
め
の
取
組　

チ
ェ
ッ

ク
ポ
イ
ン
ト
一
覧
（
Ａ
３
サ
イ
ズ
両
面
１
枚
）」
と
し
て
ま

と
め
た
も
の
で
、
②
は
①
の
七
つ
の
各
チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン

ト
に
つ
い
て
、
そ
の
背
景
等
を
わ
か
り
や
す
く
説
明
し
た

冊
子
で
す
。

　

整
理
し
た
七
つ
の
チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン
ト
は
、
次
の
通
り

で
す
。

　

●
経
営
者
は
障
害
者
雇
用
の
方
針
を
広
く
社
内
に
示

し
て
い
ま
す
か

　

●
障
害
者
雇
用
が
社
内
に
理
解
さ
れ
て
い
ま
す
か

　

●
職
務
内
容
、
配
属
部
署
は
決
ま
っ
て
い
ま
す
か

　

●
募
集
・
採
用
の
方
法
は
決
ま
っ
て
い
ま
す
か

　

２
０
１
６
（
平
成
28
）
年
４
月
か
ら
、
雇
用
の
分
野

に
お
け
る
障
害
者
に
対
す
る
差
別
の
禁
止
お
よ
び
合
理

的
配
慮
の
提
供
が
義
務
づ
け
ら
れ
、
ま
た
、
２
０
１
８

（
平
成
30
）
年
に
は
精
神
障
害
者
の
雇
用
義
務
化
、

２
０
２
１
（
令
和
３
）
年
に
は
法
定
雇
用
率
が
２・３
％

に
引
き
上
げ
ら
れ
る
等
、
障
害
者
雇
用
に
向
け
た
事
業

主
の
さ
ら
な
る
取
組
み
が
求
め
ら
れ
て
い
る
な
か
、
支
援

機
関
に
は
、
個
別
の
事
業
主
の
支
援
ニ
ー
ズ
や
課
題
を

把
握
・
共
有
し
た
う
え
で
、
改
善
方
策
の
検
討
・
提
案

を
行
っ
て
い
く
提
案
型
の
事
業
主
支
援
が
求
め
ら
れ
て

き
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
本
調
査
研
究
で
は
、
地
域
障

害
者
職
業
セ
ン
タ
ー
（
以
下
、「
地
域
セ
ン
タ
ー
」）
に
お

け
る
提
案
型
の
事
業
主
支
援
等
で
の
活
用
を
意
図
し
た

ツ
ー
ル
を
開
発
す
る
と
と
も
に
、
個
別
の
事
業
主
の
ニ
ー

ズ
や
課
題
に
応
じ
て
作
成
し
た
、
事
業
主
の
障
害
者
雇

用
の
意
思
決
定
と
企
業
内
で
障
害
者
雇
用
を
支
え
る
人

材
育
成
を
図
る
た
め
の
研
修
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
活
用
し
た

提
案
型
事
業
主
支
援
の
試
行
に
取
り
組
む
こ
と
と
し
ま

し
た
。
本
稿
で
は
、
そ
の
一
部
（
本
調
査
研
究
を
通
じ

て
作
成
し
た
「
障
害
者
雇
用
の
た
め
の
サ
ポ
ー
ト
ツ
ー

ル
」）
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

　

ツ
ー
ル
は
、「
こ
れ
か
ら
障
害
者
雇
用
に
取
り
組
む
事

業
主
や
す
で
に
取
り
組
ん
で
い
る
事
業
主
」
を
対
象
に
、

「
事
業
主
が
主
体
と
な
っ
て
障
害
者
雇
用
に
向
け
た
取
組

み
を
検
討
し
て
い
た
だ
く
な
か
で
、
地
域
セ
ン
タ
ー
の

障
害
者
職
業
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
と
相
談
し
な
が
ら
」
活
用

す
る
た
め
の
ツ
ー
ル
と
し
て
作
成
し
ま
し
た
。

　

ツ
ー
ル
の
作
成
プ
ロ
セ
ス
は
、
次
の
通
り
で
す
。

　

●
地
域
セ
ン
タ
ー
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
結
果
か
ら

障
害
者
雇
用
に
関
す
る
事
業
主
の
抱
え
る
課
題
を

障
害
者
職
業
総
合
セ
ン
タ
ー
研
究
部
門　

事
業
主
支
援
部
門

「
障
害
者
雇
用
及
び
雇
用
継
続
に
お
い
て

事
業
主
が
抱
え
る
課
題
の
把
握
方
法
及
び

提
案
型
事
業
主
支
援
の
方
法
に
関
す
る
研
究
」
の
概
要

１　

は
じ
め
に

２　

地
域
セ
ン
タ
ー
の
実
態
を
ふ
ま
え
た
ツ
ー
ル
の

　
　

作
成
に
つ
い
て

図１　障害者雇用のためのサポートツール

図２　チェックポイント別 参考資料
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き
る
よ
う
円
環
状
に
配
置
し
た
こ
と
が
特
徴
で
す
。
ま

た
、
障
害
者
の
職
務
創
出
、
採
用
や
配
置
な
ど
、
障
害

者
の
受
け
入
れ
に
あ
た
っ
て
、
事
業
主
が
悩
み
を
抱
え

や
す
い
ポ
イ
ン
ト
を
整
理
す
る
と
と
も
に
、
初
め
て
の

障
害
者
雇
用
に
と
ど
ま
ら
ず
、
そ
の
後
の
職
場
定
着
も

見
す
え
て
、
障
害
者
の
仕
事
に
対
す
る
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン

の
向
上
、
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
、
戦
力
化
を
図
る
事
業
主
の

取
組
み
を
意
識
し
た
内
容
と
し
て
い
ま
す
。

　

ツ
ー
ル
①
を
も
と
に
ヒ
ア
リ
ン
グ
な
ど
を
行
う
際
に
、

支
援
者
が
ツ
ー
ル
②
に
よ
り
チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン
ト
の
背

景
や
よ
り
詳
し
い
内
容
を
事
業
主
に
情
報
提
供
し
た
り
、

ツ
ー
ル
②
を
事
業
主
自
身
に
お
読
み
い
た
だ
く
こ
と
で
、

　

●
上
司
や
同
僚
は
、
障
害
者
へ
の
関
わ
り
方
を
理
解

し
て
い
ま
す
か

　

●
社
内
の
サ
ポ
ー
ト
体
制
は
あ
り
ま
す
か

　

●
障
害
者
雇
用
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
支
援
機
関
を
利
用

し
て
い
ま
す
か

　

ツ
ー
ル
①
は
、
事
業
主
と
支
援
者
が
同
じ
ツ
ー
ル
を

も
と
に
話
し
合
い
な
が
ら
課
題
を
把
握
す
る
こ
と
が
で

き
る
よ
う
、
ポ
イ
ン
ト
を
押
さ
え
た
わ
か
り
や
す
い
言

葉
で
チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン
ト
を
整
理
し
て
お
り
、
七
つ
の

チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン
ト
を
上
か
ら
下
の
よ
う
に
順
序
立
て

て
一
列
に
配
置
す
る
の
で
は
な
く
、
事
業
主
の
状
況
に

応
じ
て
取
り
組
み
や
す
い
も
の
か
ら
始
め
る
こ
と
が
で

支
援
者
の
知
識
や
経
験
に
関
わ
ら
ず
、
あ
る
程
度
、
均

質
的
な
情
報
を
収
集
す
る
こ
と
が
で
き
、
ま
た
、
事
業

主
の
課
題
を
可
視
化
し
て
関
係
者
間
で
課
題
を
共
有
で

き
る
も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。
特
に
、
初
め
て
障
害
者

雇
用
に
取
り
組
む
事
業
主
の
方
に
は
、
何
か
ら
取
り
組

め
ば
よ
い
の
か
を
検
討
す
る
た
め
の
参
考
資
料
と
し
て

活
用
い
た
だ
け
ま
す
と
幸
い
で
す
。

　

本
調
査
研
究
で
作
成
し
た
ツ
ー
ル
は
、
事
業
主
支
援

の
有
効
な
手
段
で
あ
り
、
一
定
程
度
、
事
業
主
支
援
の

質
を
担
保
す
る
も
の
と
し
て
作
成
し
て
い
ま
す
が
、
実

際
の
支
援
現
場
で
の
活
用
を
通
じ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
実

情
に
応
じ
て
カ
ス
タ
マ
イ
ズ
を
図
っ
て
い
た
だ
く
な
ど
、

自
由
に
ご
使
用
い
た
だ
け
れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

障
害
者
雇
用
に
お
け
る
事
業
主
支
援
の
重
要
性
が
増

し
、
多
様
な
事
業
主
の
ニ
ー
ズ
や
課
題
へ
の
対
応
が
求

め
ら
れ
る
な
か
で
、
本
調
査
研
究
の
成
果
が
、
今
後
の

事
業
主
支
援
の
一
助
と
な
れ
ば
幸
い
で
す
。

　

本
レ
ポ
ー
ト
で
は
紙
幅
の
都
合
で
触
れ
な
か
っ
た
「
個

別
の
事
業
主
の
ニ
ー
ズ
・
課
題
に
応
じ
て
作
成
し
た
研

修
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
活
用
し
た
提
案
型
事
業
主
支
援
の
試

行
」
の
内
容
を
含
め
、本
レ
ポ
ー
ト
の
も
と
と
な
る
「
調

査
研
究
報
告
書
No.
１
６
３
」
お
よ
び
作
成
し
た
ツ
ー
ル

は
、
障
害
者
職
業
総
合
セ
ン
タ
ー
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
て
い
た
だ
け
ま
す
。

３　

ま
と
め

図１　障害者雇用のためのサポートツール

図２　チェックポイント別 参考資料
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「調査研究報告書No.163」 https://www.nivr.jeed.go.jp/research/report/houkoku/houkoku163.html
「障害者雇用のためのサポートツール」 https://www.nivr.jeed.go.jp/research/kyouzai/kyouzai74.html
◇お問合せ先：研究企画部 企画調整室（TEL：043-297-9067　E-mail：kikakubu@jeed.go.jp）
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J E E D   インフォメーション
～高齢・障害・求職者雇用支援機構（JEED）からのお知らせ～

令和４年度就業支援スキル向上研修のご案内
　当機構では、労働、福祉、医療、教育等の分野で、おおむね3年以上の実務経験がある就業支援担当者の方を対象に、障
害別（精神障害、発達障害、高次脳機能障害）の就業支援技術のさらなる向上や障害者の就業支援に必要なヒューマンスキ
ルの向上を図るための「就業支援スキル向上研修」を実施しています。みなさまの受講を心よりお待ちしております。

障害別コースの支援技法
演習やケーススタディ

ヒューマンスキルに
関する講義・演習

最新の調査研究に
関する情報提供

■ 職業リハビリテーションにおけるヒューマンスキル
（対象者と協同的な関係を築くスキルについての講義・演習）
■ 職業リハビリテーションに関する調査・研究の最新情報
（障害者職業総合センターにおける最新の調査・研究に関する講義）

■ 就業支援の実際 
（職業準備性の向上や職場定着に関する支援技法についての講義・演習）
■ ケーススタディ
（受講者の支援事例をもとにした事例検討）
　 ※ 演習や意見交換が中心となります。

職業リハビリテーション部　研修課
TEL：043 -297 -9095　E-mail：stgrp@jeed.go.jp　
URL：https://www.jeed.go.jp

◎申込方法
　「就業支援スキル向上研修受講申込書」に必要事項を入力し、申込受付期間内にメールでお申し込みください。
◎受講申込書・カリキュラム
　当機構ホームページからダウンロードできます。
◎申込受付期間
　令和４年10月26日（水）～12月2日（金）
※ 定員を超えた場合は、当初の予定より早く受付を締め切る場合があります。また、複数名の申込みをされた機関に対して受講者
数の調整させていただくことがあります。あらかじめご了承ください。

内容

お申込み

お申込み・お問合せ先

受講料
無　料

次の①～③のすべてを満たす方が対象となります。
　① 労働、福祉、医療、教育等の関係機関の職員で
あり、障害者の就業支援の実務経験がおおむね
３年以上の方

　② 希望するコースの障害種別の方に対する就業支
援経験があり、当該障害種別の就業支援事例を
提出できる方（事例提出必須）

　③ ３日間のすべての課程を履修できる方

対象者

令和５年1月18日（水）～1月20日（金）
日程

オンライン形式

https://www.jeed.go.jp/disability/
supporter/seminar/skillup_seminar.
html

形式

精神障害コース25人、発達障害コース25人
高次脳機能障害コース15人　　　　計65人

定員

全コース共通講座

コース別講座 精神・発達・高次脳機能障害の３コースから選べます！

ステップアップ方式の研修体制となっています！

ステップ１　初めて担当する方

ステップ２　２年以上実務経験のある方

ステップ３　３年以上実務経験のある方

就業支援基礎研修 就業支援の基礎作り

全国の地域障害者職業センター

就業支援実践研修
アセスメント力と課題解決力の向上

精神障害／発達障害／高次脳機能障害
コース

全国14エリアの地域障害者職業センター

障害者職業総合センター

就業支援スキル向上研修
障害特性に応じた支援スキルの向上

精神障害／発達障害／高次脳機能障害
コース

就業支援
課題別
セミナー

新たな課題や
ニーズに対応した
知識・技術の向上

障害者職業
総合センター

実践的！専門的！

就業支援スキル向上研修 検索
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J E E D  I N F O R M AT I O N

　昨年は、コロナ禍で生まれた新しい働き方を含め、今後の障害者雇用の可能性について考えました。
　今年はその続編として、コロナ禍が視覚障害者の雇用環境に与えた影響について、日々行っている支援や雇
用継続のために取り組んでいる企業等をパネリストに迎え、雇用促進・継続についてお話しいただきます。
　終了後、視覚障害者用の就労支援機器の説明会を行いますので、あわせてご参加ください。

視覚障害者の雇用は今！
～コロナ禍で変化している雇用環境に対する取組み～

『働く広場』公開座談会『働く広場』公開座談会

＊ 入場には事前申込みが必要です 。下記の内容をご記入のうえ、FAXまたはメールでお申し込みください。FAX番号、メールアドレスは間違
いがないようご確認のうえ、送信してください。 

＊ 申込人数が定員を超えた等により、やむをえずご来場をお断りする方にはその旨のご連絡をいたします。ご来場いただける方には開催日のお
おむね２週間前までに参加に係る諸注意事項をご連絡いたします。 

＊新型コロナウイルス感染症拡大等の影響により、状況に応じて変更または中止をする可能性がありますので、あらかじめご了承ください。

申込締切：2022年 11月 18日（金）
（FAX：043-213-6556 ／ E-mail：hiroba@jeed.go.jp）

※障害により、配慮が必要な方はあらかじめお申し出ください。
※この申込書により取得した個人情報は、当機構において適正に管理し、公開座談会の運営目的以外に使用することはありません。

日  時：2022年12月14日（水）14：00 ～ 16：00

会　場：東京障害者職業センター ２階会議室
東京都台東区東上野4-27-3 上野トーセイビル２階
JR山手線上野駅入谷口から徒歩5分、正面玄関口（エレベーター有）から徒歩10分
東京メトロ日比谷線上野駅出口1から徒歩10分

定　員：30 名（企業人事等担当者の方）

《 座 　 長 》石
い し

黒
ぐ ろ

秀
ひ で

仁
ひ と

ＪＥＥＤ東京支部 東京障害者職業センター 所長

《パネリスト》松
ま つ

本
も と

知
と も

之
ゆ き

アビームコンサルティング株式会社　人事総務グループ　人事ユニット　マネージャー

福
ふく

王
おう

さやか アビームコンサルティング株式会社　人事総務グループ　人事ユニット　シニアアソシエイト

井
い の

上
う え

英
え い

子
こ

視覚障害者就労生涯学習支援センター 代表

工
く

藤
ど う

正
しょう

一
い ち

社会福祉法人日本視覚障害者団体連合 総合相談室長

長
は

谷
せ

川
がわ

秀
ひで

樹
き

国立職業リハビリテーションセンター  職業訓練部訓練第三課 上席職業訓練指導員

《就労支援機器説明会》視覚障害者用就労支援機器の説明会を行います（16：00 ～ 16：30）

◎お申込み・お問合せ
　　〒261-8558　千葉県千葉市美浜区若葉 3-1-2
　　TEL：043-213-6200　FAX：043-213-6556　E-mail：hiroba@jeed.go.jp

独立行政法人高齢・障害・求職者雇用支援機構 企画部 情報公開広報課

ご氏名（ふりがな）                          　　　　　　　　　　　　（　　　　　　　　　　　　　　）　

E-mail

Tel Fax

ご所属
（企業名、所属部署など）

終了後の就労支援機器説明会
参加    ・    不参加

【事前アンケート】視覚障害者の雇用に関して、ご意見や当日聞いてみたいことなどをお書きください。

企業人事等担当者向け企業人事等担当者向け
入場無料入場無料

（ふりがな）

（敬称略）
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J E E D   インフォメーション

入 場
無 料

「Abilympics.jp」

千葉県PR
マスコット
キャラクター
チーバくん
第A2688-1号

WEB
配信は
こちら！

アビリンピック
マスコットキャラクター

主催：独立行政法人高齢・障害・求職者雇用支援機構

※WEB配信のみを予定。会場に参加いただく形式では実施しません。

11/4 
11/5
11/6

11/5
2022

開会式※

技能競技・障害者ワークフェア
閉会式（成績発表）

～働く障害者を応援する仲間の集い～

第42回全国障害者技能競技大会第42回全国障害者技能競技大会
障害者ワークフェア20222022

展示ホール9～11

金
土
日

幕張メッセ
（千葉県千葉市美浜区中瀬 2-1）

土

ーアビリンピックー

同時開催
イベント

14



働く広場  2022.11写真・文：官野 貴写真・文：官野 貴

小林製薬チャレンジド株式会社小林製薬チャレンジド株式会社
（富山県）（富山県）

ものづくりをアシスト ものづくりをアシスト 
～期待を超える品質への挑戦～～期待を超える品質への挑戦～

小林製薬チャレンジド株式会社
〒939-2295　富山県富山市中大久保100-1（富山小林製薬株式会社内）
TEL 076-415-3436　FAX 076-415-2727

取材先データ
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「
小
林
製
薬
チ
ャ
レ
ン
ジ
ド
株
式
会
社
」（
以
下
、「
チ
ャ
レ
ン

ジ
ド
」）
は
、
小
林
製
薬
グ
ル
ー
プ
の
特
例
子
会
社
（
親
会
社
は

小
林
製
薬
株
式
会
社
）
だ
。
２
０
１
２
（
平
成
24
）
年
に
、
富

山
県
富
山
市
で
初
め
て
特
例
子
会
社
の
認
定
を
受
け
た
。
同
グ

ル
ー
プ
会
社
の
「
富
山
小
林
製
薬
株
式
会
社
」
内
に
置
か
れ
た

チ
ャ
レ
ン
ジ
ド
の
本
社
で
は
、
障
害
の
あ
る
社
員
23
人
が
工
場

内
の
清
掃
や
軽
作
業
な
ど
の
業
務
に
就
い
て
い
る
。

製
品
の
品
質
管
理
を
に
な
う
Ｑ
Ｃ
試
験
室
で
は
、
品
質
検
査

に
使
用
さ
れ
た
ビ
ー
カ
ー
や
ピ
ペ
ッ
ト
、
保
管
容
器
な
ど
の
洗

浄
作
業
を
チ
ャ
レ
ン
ジ
ド
の
社
員
が
行
っ
て
い
る
。
洗
浄
を
依

頼
す
る
試
験
室
の
社
員
が
洗
浄
方
法
が
記
載
さ
れ
た
カ
ー
ド
を

添
付
す
る
な
ど
、
正
し
い
作
業
方
法
が
わ
か
る
よ
う
に
工
夫
し

て
い
る
。
入
社
６
年
目
で
、
精
神
障
害
の
あ
る
藤ふ

じ

井い

久ひ
さ

也や

さ
ん

（
51
歳
）
は
、「
働
き
始
め
た
当
初
、洗
浄
作
業
は
苦
手
で
し
た
が
、

い
ま
で
は
時
間
を
忘
れ
る
ほ
ど
夢
中
に
な
っ
て
行
っ
て
い
ま
す
。

な
お
い
っ
そ
う
、
仕
事
を
好
き
に
な
る
こ
と
が
目
標
で
す
」
と

い
う
。
工
場
で
使
用
さ
れ
る
作
業
服
や
備
品
の
発
注
、
在
庫
管

理
な
ど
も
藤
井
さ
ん
の
仕
事
だ
。

そ
の
ほ
か
、
チ
ャ
レ
ン
ジ
ド
の
社
員
は
さ
ま
ざ
ま
な
業
務
に

就
い
て
い
る
。
生
産
準
備
作
業
で
は
、
原
材
料
を
指
示
書
に
従
っ

て
倉
庫
か
ら
取
り
出
し
、
パ
レ
ッ
ト
に
積
み
込
む
。
ま
た
清
掃

業
務
で
は
、
工
場
内
の
食
堂
や
ト
イ
レ
な
ど
の
共
有
ス
ペ
ー
ス

の
清
掃
を
行
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
同
社
の
社
員
が
親
会
社

の
も
の
づ
く
り
を
ア
シ
ス
ト
し
て
い
る
の
だ
。

作
業
は
班
単
位
で
行
わ
れ
、
各
業
務
を
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
す

る
こ
と
で
、
不
公
平
感
の
払
拭
に
も
つ
な
が
っ
て
い
る
。
ま
た

作
業
上
の
疑
問
点
な
ど
は
、
そ
の
都
度
、
班
長
に
相
談
し
解
決

し
て
い
く
と
い
う
。
ま
た
、日
報
で
の
ふ
り
返
り
を
行
う
こ
と
で
、

同
じ
失
敗
を
く
り
返
さ
な
い
よ
う
に
配
慮
し
て
い
る
。

チ
ャ
レ
ン
ジ
ド
で
は
、
全
国
の
４
事
業
所
で
46
人
の
障
害
の

あ
る
社
員
が
活
躍
し
て
い
る
。
ま
た
、
１
年
ほ
ど
前
、「
小
林
製

薬
中
央
研
究
所
」（
大
阪
府
）
内
に
新
事
業
所
を
立
ち
上
げ
る
な

ど
、
業
務
拡
大
へ
の
挑
戦
も
続
い
て
い
る
。

器具の洗浄作業。壊れやすいものも多いため、細心の注意を払う 洗浄する容器とともに、洗浄方法が記載されたカードも置かれている

QC試験室での、ろ紙折り作業。角や折り目をつぶさないように作業する
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製品解体業務では、試作品や在庫品などの分別廃棄を行う

エアコンフィルターの洗浄作業。フィルターを立てるための器具を自社設計し、
作業効率が上がった

事務作業をする藤井久也さん。発注ミスなどを防ぐため、
ダブルチェックを心がけているという

17
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生産準備作業の 1シーン。固化した粉体材料を粗砕機に通し、ほぐす

知的障害のある社員が、フォークリフトの免許を取得し活躍している

材料をパレットに積み込み、ハンドリフトを使って工場へと運び込む 工場廊下のモップがけ。職場をきれいに保つ

18
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そ
れ
で
も
ど
う
し
て
も
離
職
し
て
し
ま
う
人
も
い
る
。

職
歴
が
あ
る
人
の
場
合
、
離
職
理
由
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
と
ふ

り
返
り
は
必
須
で
あ
る
。
漠
然
と
「
人
間
関
係
が
し
ん
ど

く
て
辞
め
た
」、「
職
場
の
居
心
地
が
悪
か
っ
た
」
と
話
を

す
る
人
も
い
る
が
、
そ
の
要
因
は
ど
こ
か
ら
来
て
い
る
の

か
。
自
己
理
解
が
不
十
分
な
た
め
に
適
職
を
選
べ
な
か
っ

た
の
か
、
そ
れ
と
も
業
務
拡
大
や
マ
ル
チ
タ
ス
ク
な
ど
新

し
い
作
業
が
増
え
て
徐
々
に
し
ん
ど
く
な
っ
て
き
た
の

か
。

　

支
援
者
と
一
緒
に
こ
う
し
た
過
去
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
ふ

り
返
る
作
業
を
進
め
る
こ
と
で
、
次
の
就
職
に
向
け
て
自

分
自
身
で
が
ん
ば
る
こ
と
と
他
者
に
頼
る
こ
と
が
明
確
に

な
る
。
離
職
歴
を
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
に
と
ら
え
る
必
要
は
な
い
。

前
職
の
経
験
が
あ
る
か
ら
こ
そ
考
察
で
き
る
こ
と
が
あ
る

の
で
、
職
業
訓
練
の
な
か
で
は
「
な
ぜ
離
職
し
た
の
か
」

の
話
し
合
い
を
大
切
に
し
て
み
て
は
ど
う
だ
ろ
う
か
。

　

働
く
た
め
に
は
検
定
や
資
格
な
ど
が
有
利
に
な
る
場
合

が
あ
る
。
企
業
に
と
っ
て
は
発
達
障
害
の
あ
る
人
の
作
業

遂
行
力
を
重
視
し
た
い
と
こ
ろ
だ
が
、
働
き
続
け
る
た
め

に
は
、
自
分
自
身
の
こ
と
を
建
設
的
に
整
理
で
き
て
い
る

か
な
ど
、
作
業
遂
行
力
以
外
の
力
が
必
要
に
な
る
。
職
場

に
お
け
る
専
門
的
な
サ
ポ
ー
ト
が
職
場
定
着
の
カ
ギ
に
な

る
こ
と
も
あ
る
が
、
企
業
側
の
サ
ポ
ー
ト
と
働
く
本
人
の

自
己
理
解
は
両
輪
で
成
り
立
つ
た
め
、
支
援
機
関
と
し
て

は
両
者
の
橋
渡
し
役
に
な
り
な
が
ら
、
関
係
構
築
を
支
え

る
こ
と
を
重
視
し
た
い
。

　
　

　

厚
生
労
働
省
が
公
表
し
た
、
２
０
２
１
（
令
和
３
）
年

度
の
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
を
通
じ
た
障
害
者
の
就
職
件
数
は
９

万
６
１
８
０
件
で
あ
り
、
２
０
２
０
年
度
の
８
万
９
８
４

０
件
と
比
べ
７
・
１
％
増
と
な
っ
た
（
※
２
）。
コ
ロ
ナ
禍

で
厳
し
い
雇
用
情
勢
が
続
い
て
い
る
が
、
働
き
た
い
と
い

う
希
望
を
持
ち
続
け
て
い
る
人
の
多
さ
が
う
か
が
え
る
。

ま
た
、
２
０
１
８
（
平
成
30
）
年
４
月
に
改
正
障
害
者
総

合
支
援
法
が
施
行
さ
れ
、
新
た
な
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
と

し
て
「
就
労
定
着
支
援
」
が
開
始
と
な
り
、
就
職
件
数
だ

け
で
な
く
、
働
き
続
け
る
た
め
の
支
援
、
サ
ポ
ー
ト
体
制

の
構
築
が
必
須
課
題
に
な
っ
て
い
る
。
定
着
支
援
の
取
組

み
に
つ
い
て
は
い
ろ
い
ろ
と
議
論
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の

エ
ッ
セ
イ
で
は
発
達
障
害
の
あ
る
人
が
就
職
す
る
前
に
取

り
組
む
べ
き
、
働
き
続
け
る
た
め
に
必
要
な
対
応
に
つ
い

て
考
え
て
い
き
た
い
。

　

発
達
障
害
は
先
天
性
の
脳
機
能
障
害
で
あ
り
、
外
見
か

ら
は
そ
の
人
の
強
み
や
弱
み
、
日
ご
ろ
か
ら
困
っ
て
い
る

こ
と
な
ど
を
把
握
す
る
こ
と
が
む
ず
か
し
い
。
そ
れ
は
周

囲
の
人
間
だ
け
で
な
く
、
発
達
障
害
の
あ
る
人
自
身
も
気

づ
き
に
く
い
こ
と
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
支
援
の
現
場
に

い
る
と
、
発
達
障
害
と
診
断
さ
れ
た
と
し
て
も
何
が
根
拠

に
な
っ
て
い
る
の
か
、
い
ま
ひ
と
つ
理
解
で
き
て
い
な
い

人
に
出
会
う
こ
と
も
多
い
。
ま
た
、
本
人
の
理
解
が
不
十

分
な
場
合
、「
自
分
は
努
力
を
し
て
い
る
の
に
周
り
か
ら

の
期
待
値
に
届
か
な
い
」、「
な
ぜ
か
人
間
関
係
が
う
ま
く

い
か
な
い
」
な
ど
の
問
題
が
生
じ
や
す
い
。
こ
れ
ら
に
よ

り
鬱う
つ

病び
ょ
う

や
ほ
か
の
二
次
障
害
な
ど
に
つ
な
が
る
こ
と
は
避

け
た
い
と
こ
ろ
だ
。

　

彼
ら
に
対
し
て
支
援
者
が
で
き
る
こ
と
は
何
か
。
特
に

就
労
移
行
支
援
事
業
所
の
場
合
に
も
っ
と
も
大
切
に
し
た

い
こ
と
は
、
本
人
の
得
手
・
不
得
手
の
整
理
で
あ
る
。
作

業
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
実
体
験
を
通
じ
て
、
で
き
た
こ
と
・
む

ず
か
し
か
っ
た
こ
と
を
ふ
り
返
る
の
だ
が
、
単
に
「
う
ま

く
い
っ
た
か
ら
よ
し
！
」
で
は
な
く
、
な
ぜ
で
き
た
の
か
、

う
ま
く
い
っ
た
背
景
を
本
人
と
支
援
者
が
一
緒
に
探
る
作

業
が
重
要
に
な
る
。
例
え
ば
、「
一
つ
ず
つ
指
示
を
出
し

て
も
ら
え
て
理
解
し
や
す
か
っ
た
」、「
先
に
モ
デ
ル
を
提

示
し
て
も
ら
え
た
の
で
完
成
の
イ
メ
ー
ジ
が
持
て
た
」、

「
静
か
な
環
境
で
指
示
を
聞
け
た
の
で
、
話
の
内
容
に
集

中
で
き
た
」
な
ど
、
成
功
の
エ
ッ
セ
ン
ス
が
隠
さ
れ
て
い

る
は
ず
な
の
だ
。

　

ま
た
、
ふ
り
返
り
で
は
よ
か
っ
た
こ
と
だ
け
で
な
く
、

む
ず
か
し
か
っ
た
こ
と
・
苦
手
だ
っ
た
こ
と
も
一
緒
に
確

認
す
る
。
う
ま
く
で
き
な
か
っ
た
こ
と
は
隠
し
て
お
き
た

い
の
が
人
の
性さ
が

だ
が
、
発
達
障
害
の
あ
る
人
に
は
支
援
者

に
安
心
し
て
自
分
の
気
持
ち
を
伝
え
て
ほ
し
い
と
思
う
。

成
功
の
エ
ッ
セ
ン
ス
が
あ
る
よ
う
に
そ
の
逆
も
存
在
す

る
。
作
業
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
様
子
は
支
援
者
も
観
察
を
し
て

い
る
の
で
、
他
者
の
目
線
を
通
じ
た
考
察
か
ら
「
ま
だ
気

づ
い
て
い
な
い
自
分
」
を
発
見
す
る
た
め
に
も
、
自
己
評

価
と
他
者
評
価
の
す
り
合
わ
せ
は
大
切
に
し
て
ほ
し
い
。

得
手
・
不
得
手
の
整
理
や
自
己
理
解
は
、
実
体
験
と
相
談
、

ふ
り
返
り
を
一
体
的
に
、
そ
し
て
継
続
し
て
行
っ
た
結
果

に
表
れ
る
は
ず
だ
か
ら
。

発達障害と就労
～働き続けるために必要なこと～
特定非営利活動法人クロスジョブ クロスジョブ堺 副所長  砂川双葉

は
じ
め
に

実
体
験
と
ふ
り
返
り

な
ぜ
離
職
し
た
の
か

第1回

砂川双葉（すながわ ふたば）
特定非営利活動法人クロスジョブ クロスジョブ堺・副所長。社会福祉士、介護福祉士。2013（平成25）年、
特定非営利活動法人クロスジョブに入社。就労支援員としておもに発達障害のある人の支援、障害雇用を行
う企業の支援を行う。2021（令和3）年、当機構の第29回職業リハビリテーション研究・実践発表会で、
就労移行支援事業所におけるASD（※1）者のアセスメントと支援についての実践報告を発表している。

※1 ASD：自閉スペクトラム症
※2厚生労働省「令和３年度　ハローワークを通じた障害者の職業紹介状況等」　https://www.mhlw.go.jp/stf/newpage_26200.html



働く広場  2022.11

株式会社丸和
〒649-6112　和歌山県紀の川市桃山町調月1758-6
TEL 0736-66-1148　FAX 0736-66-2700

取材先データ

思いは人へ、そして環境へ

武庫川女子大学 学生サポート室専門委員　諏訪田克彦

～人と地球にやさしい高品質な製品を提供する～

Keyword：リネンサプライ、障害者雇用優良事業所等表彰、就労継続支援Ａ型事業所、ナチュラルサポート 写真：官野 貴

編集委員から
　近年、関西圏でこのコーナーの取材を行っていない
和歌山県での取材を思い立った。「障がいがあっても
可能なかぎり当社で働いてもらい、その人が将来困らな
いようにしたい」という、取材先企業の代表の思いに触
れ、障がいのある社員の仕事だけではなく、生活や人生
にも寄り添って、信頼関係を構築している姿が印象的
だった。そんな株式会社丸和を紹介する。

編集委員が行く行く

株式会社丸和（和歌山県）

社会福祉の目的は、差別をしないこと、みんなで助け合うこと
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会
議
室
で
は
、
丸
和
に
つ
い
て
質
疑
応
答
形

式
で
取
材
を
始
め
た
。
中
尾
さ
ん
か
ら
の
説
明

を
ま
と
め
る
と
、
ま
ず
丸
和
の
事
業
に
つ
い
て

は
「
医
療
機
関
や
福
祉
施
設
、
宿
泊
施
設
で
使

用
さ
れ
て
い
る
寝
具
、
リ
ネ
ン
、
タ
オ
ル
、
ユ
ニ

フ
ォ
ー
ム
な
ど
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
つ
き
リ
ー
ス

を
行
う
会
社
」
と
あ
り
、
企
業
理
念
に
つ
い
て

は
「
創
業
以
来
、
寝
具
や
ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム
を
中

心
と
し
た
事
業
を
展
開
し
て
き
ま
し
た
の
で
、

﹃
思
い
は
人
へ
、
環
境
へ
﹄
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
と
し

て
﹃
人
に
や
さ
し
い
、
地
球
に
や
さ
し
い
高
品
質

な
製
品
を
提
供
す
る
﹄
こ
と
を
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
も
紹
介
し
て
い
ま
す
」
と
い
う
こ
と
だ
っ
た
。

1
会
社
組
織

　

本
社
は
六
つ
の
部
署
で
組
織
さ
れ
て
お
り
、

光
栄
な
こ
と
」
と
快
諾
い
た
だ
い
た
。

　

丸
和
は
、
和
歌
山
市
和
田
で
製
綿
業
を
営

む
会
社
と
し
て
１
９
６
０
（
昭
和
35
）
年
に
創

業
、
１
９
９
０
（
平
成
２
）
年
に
株
式
会
社
丸

和
と
な
り
、
寝
具
製
造
、
販
売
、
リ
ー
ス
、
リ

ネ
ン
サ
プ
ラ
イ
と
事
業
を
拡
げ
、
障
が
い
者
雇

用
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　

現
在
丸
和
の
本
社
が
あ
る
紀
の
川
市
は
、
和

歌
山
県
北
部
に
位
置
し
、
約
６
万
人
が
暮
ら
し

て
い
る
。
温
暖
な
気
候
と
紀
の
川
が
も
た
ら
す

肥ひ

沃よ
く

な
土
壌
か
ら
、
野
菜
、
果
物
な
ど
が
有
名

と
の
こ
と
。
丸
和
の
本
社
ま
で
の
ア
ク
セ
ス
は
、

「
猫
の
ス
ー
パ
ー
駅
長
﹃
た
ま
﹄
」
で
有
名
な
和

歌
山
電で

ん

鐵て
つ

貴き

志し

駅
か
ら
車
で
約
15
分
。
周
り
に

い
く
つ
か
の
会
社
が
あ
る
工
業
団
地
内
の
一
角

に
構
え
て
い
る
。

　

本
社
の
受
付
ロ
ビ
ー
で
、
中
尾
さ
ん
か
ら
、

「
暑
い
な
か
ご
苦
労
さ
ま
で
す
。
わ
ざ
わ
ざ
当

社
を
訪
れ
て
い
た
だ
き
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
す
」
と
笑
顔
の
ご
挨
拶
を
い
た
だ
き
、
会

議
室
に
案
内
さ
れ
た
。
取
材
は
か
ぎ
ら
れ
た
時

間
内
で
ス
ム
ー
ズ
に
進
め
ら
れ
る
よ
う
に
、
①

会
社
説
明
、
②
株
式
会
社
丸
和
代
表
取
締
役
挨

拶
、
③
社
員
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
、
④
社
内
見
学
、
と

い
う
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
が
準
備
さ
れ
て
い
た
。

　

今
回
は
、
近
年
、
関
西
圏
で
「
編
集
委
員
が

行
く
」
の
取
材
を
行
っ
て
い
な
い
和
歌
山
県
内

で
の
取
材
を
思
い
立
っ
た
。
和
歌
山
県
の
障
が

い
者
雇
用
の
状
況
に
つ
い
て
、
当
機
構
の
和
歌

山
支
部
に
問
い
合
わ
せ
た
と
こ
ろ
、
毎
年
実
施

し
て
い
る
「
障
害
者
雇
用
優
良
事
業
所
等
表

彰
」
に
つ
い
て
紹
介
し
て
も
ら
っ
た
。
そ
の
な
か

に
、
社
員
が
数
人
「
優
秀
勤
労
障
害
者
」
と
し

て
表
彰
さ
れ
て
い
る
会
社
に
目
が
留
ま
り
、
そ

ち
ら
に
取
材
を
お
願
い
す
る
こ
と
に
し
た
。

　

そ
の
企
業
と
は
、
和
歌
山
県
紀
の
川
市
に
あ
る

「
株
式
会
社
丸
和
」（
以
下
、「
丸
和
」）
で
あ
る
。

　

突
然
の
取
材
依
頼
を
受
け
て
い
た
だ
け
る
だ

ろ
う
か
と
い
う
不
安
も
あ
っ
た
が
、
失
礼
を
覚

悟
の
う
え
電
話
で
取
材
を
お
願
い
し
た
。
対
応

し
て
く
だ
さ
っ
た
の
は
総
務
部
課
長
の
中な

か

尾お

正ま
さ

人と

さ
ん
。
今
回
の
取
材
は
、
当
機
構
和
歌
山
支

部
の
紹
介
が
あ
り
、
同
社
の
障
が
い
者
雇
用
の

取
組
み
を
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
い
う

趣
旨
な
ど
を
説
明
す
る
と
、「
そ
れ
は
た
い
へ
ん

は
じ
め
に
〜
取
材
の
き
っ
か
け

株
式
会
社
丸
和
に
、
い
ざ
訪
問

株式会社丸和ホームページより
https://www.maruwa-wk.co.jp/company

(2)  

会
社
説
明

(1)  

ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン

総務部課長の中尾正人さん

株式会社丸和本社
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武庫川女子大学 学生サポート室専門委員　諏訪田克彦

～人と地球にやさしい高品質な製品を提供する～

編集委員が行く行く

★本誌では通常「障害」と表記しますが、株式会社丸和様のご希望により「障がい」としています

特例子会社ではなく自社で就労支援を行う

社会福祉の目的は、差別をしないこと、みんなで助け合うこと

会社は単に働く場を提供するだけではない

1
2
3
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緒
に
見
な
が
ら
生
活
し
て
き
た
丸
山
さ
ん
は
、

「
ひ
た
む
き
に
働
く
姿
を
社
員
だ
れ
も
が
知
っ

て
お
り
、
そ
こ
に
は
、
障
が
い
の
有
無
は
関
係

な
い
」
と
い
う
考
え
方
が
自
然
と
身
に
つ
い
た

と
の
こ
と
。
ま
た
、
イ
ギ
リ
ス
に
留
学
し
て
い
た

と
き
に
、
障
が
い
の
あ
る
人
た
ち
に
だ
れ
も
が

自
然
に
、
あ
た
り
前
の
よ
う
に
サ
ポ
ー
ト
す
る

姿
を
見
て
、
日
本
の
障
が
い
に
対
す
る
理
解
や

協
力
、
社
会
福
祉
の
考
え
方
の
違
い
を
あ
ら
た

め
て
実
感
し
た
と
い
う
。
「
社
会
福
祉
の
目
的

は
、
差
別
を
し
な
い
こ
と
、
み
ん
な
で
助
け
合

う
こ
と
」
と
穏
や
か
に
語
る
社
長
と
、
し
ば
し

社
会
福
祉
の
考
え
方
に
つ
い
て
意
見
交
換
を
す

る
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
に
も
な
っ
た
。

　

今
後
の
目
標
に
つ
い
て
お
た
ず
ね
す
る
と
、

「
障
が
い
が
あ
っ
て
も
可
能
な
か
ぎ
り
当
社
で

働
い
て
も
ら
い
、
そ
の
人
が
将
来
困
ら
な
い
よ

う
に
し
た
い
」
、
「
紀
の
川
の
野
菜
や
果
物
づ

く
り
、
そ
れ
ら
を
活
か
し
た
レ
ス
ト
ラ
ン
な
ど

へ
雇
用
枠
を
広
げ
て
い
き
た
い
」
と
語
っ
て
く

れ
た
。
そ
の
コ
メ
ン
ト
か
ら
も
、
代
表
取
締
役

と
し
て
の
熱
意
と
人
と
し
て
の
や
さ
し
さ
が
感

じ
ら
れ
た
。

　

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
で
は
、
障
が
い
の
あ
る
３
人

の
社
員
と
、
社
員
の
相
談
・
調
整
役
を
担
当
し

て
い
る
生
産
事
業
部
係
長
の
平ひ

ら

野の

豊ゆ
た
か

さ
ん
に
取

材
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

　

２
０
２
０
（
令
和
２
）
年
、
代
表
取
締
役
に

就
任
し
た
丸ま

る

山や
ま

裕ゆ

加か

さ
ん
か
ら
次
の
よ
う
な
説

明
が
あ
っ
た
。

【
株
式
会
社
丸
和
の
歩
み
】

[

１
９
６
０
年
﹈
製
綿
工
場
創
業

[

１
９
６
４
年
﹈「
有
限
会
社
丸
和
寝
具
」法
人
設
立

[

１
９
９
０
年
﹈寝
具
製
造
・
販
売
・
リ
ー
ス・
リ
ネ
ン

サ
プ
ラ
イ
部
門
を
営
業
す
る
株
式
会
社
法
人

に
変
更
。
こ
の
こ
ろ
か
ら
障
が
い
者
雇
用
の

取
組
み
が
始
ま
る

[

１
９
９
４
年
﹈
社
会
福
祉
法
人
桃
の
木
会
を
設
立

[

２
０
０
６
年
﹈本
社
お
よ
び
工
場
を
現
在
の
紀
の
川

市
に
移
転

【
障
が
い
者
雇
用
の
き
っ
か
け
】

　

丸
山
さ
ん
か
ら
は
、
「
先
代
の
社
長
が
、シ
ー

ツ
、
ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム
な
ど
の
リ
ネ
ン
類
を
福
祉
施

設
に
届
け
た
と
き
に
、
あ
る
利
用
者
さ
ん
か
ら

﹃
運
ぶ
の
を
手
伝
お
う
か
﹄
と
声
を
か
け
ら
れ

た
こ
と
が
あ
っ
た
そ
う
で
す
。
そ
の
出
会
い
か

ら
、働
く
能
力
や
意
欲
を
持
っ
て
い
る
障
が
い
の

あ
る
人
が
い
る
こ
と
を
知
り
、
こ
の
人
た
ち
が

働
け
る
場
を
会
社
で
提
供
で
き
な
い
も
の
か
と

い
う
思
い
が
募
り
ま
し
た
。
そ
の
後
一
人
、
二
人

と
雇
用
し
て
き
て
現
在
に
至
っ
て
い
ま
す
」
と

い
う
お
話
を
う
か
が
う
こ
と
が
で
き
た
。

【
代
表
の
思
い
、
こ
れ
か
ら
の
目
標
】

　

工
場
で
働
く
社
員
の
姿
を
先
代
の
社
長
と
一

障
が
い
の
あ
る
社
員
は
そ
の
な
か
の
生
産
事

業
部
で
働
い
て
い
る
。
ま
た
丸
和
グ
ル
ー
プ
の

「
社
会
福
祉
法
人
桃
の
木
会
」
で
就
労
継
続
支

援
Ａ
型
と
Ｂ
型
の
事
業
所
も
運
営
し
、
障
が
い

の
あ
る
人
の
就
労
支
援
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

2
　
業
務
内
容
に
つ
い
て

　

生
産
事
業
部
は
、
毎
日
工
場
に
運
ば
れ
て
く

る
リ
ネ
ン
や
ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム
類
の
、
①
種
分
け
、

②
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
、
③
乾
燥
・
仕
上
げ
を
担
当

す
る
部
署
。
こ
の
部
署
で
10
人
の
障
が
い
の
あ

る
社
員
が
働
い
て
い
る
。
中
尾
さ
ん
に
よ
る
と
、

「
全
員
ま
じ
め
に
仕
事
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

障
が
い
を
感
じ
る
こ
と
は
な
い
」
と
の
こ
と
。

3
　
社
員
の
仕
事
ぶ
り
に
つ
い
て

　

障
が
い
の
あ
る
社
員
は
、
生
産
事
業
部
で
実

力
を
発
揮
し
て
い
る
と
い
う
。
「
作
業
内
容
に

よ
っ
て
は
、
障
が
い
の
な
い
人
よ
り
も
仕
事
が

早
い
人
も
い
て
、ほ
か
の
社
員
に
と
っ
て
よ
い
刺

激
に
な
っ
て
い
る
」
と
、
中
尾
さ
ん
。

　

採
用
後
も
定
着
率
が
高
く
、
約
半
数
は
勤
続

10
年
以
上
、
最
長
28
年
の
人
も
い
る
。
障
が
い
の

あ
る
社
員
の
サ
ポ
ー
ト
や
相
談
は
生
産
事
業
部

の
係
長
が
担
当
し
て
い
る
。
サ
ポ
ー
ト
と
い
っ
て

も
特
別
な
こ
と
で
は
な
く
、
職
場
で
は
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
大
切
に
し
て
い
て
、
出
勤
し
た
ら

顔
を
見
て
あ
い
さ
つ
す
る
こ
と
か
ら
始
め
て
い

る
そ
う
だ
。

　

人
材
募
集
や
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
は
毎
年
行

い
、
障
が
い
の
あ
る
人
の
雇
用
の
ほ
か
に
外
国
人

技
能
実
習
生
の
受
入
れ
に
も
取
り
組
ん
で
い
る
。

代
表
取
締
役
・

丸
山
裕
加
さ
ん
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

社
員
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

代表取締役の丸山裕加さん生産事業部で働く高畑誠一さんシーツを自動アイロン機に投入する高畑さん
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校
に
通
い
、
高
校
か
ら
特
別
支
援
学
校
へ
。
卒

業
後
５
年
間
は
家
に
い
た
が
、
近
所
に
住
む
人

か
ら
丸
和
の
こ
と
を
教
え
て
も
ら
っ
た
。
橋
本

さ
ん
は
、
「
働
い
て
み
た
い
と
思
っ
た
の
で
、
丸

和
に
就
職
し
ま
し
た
」
と
い
う
。
働
く
こ
と
を

初
め
て
経
験
す
る
橋
本
さ
ん
は
、
仕
事
を
覚
え

て
い
く
な
か
で
同
僚
や
先
輩
か
ら
注
意
さ
れ
る

の
社
会
福
祉
法
人
桃
の
木
会
が
運
営
し
て
い
る

就
労
継
続
支
援
Ａ
型
事
業
所
で
実
習
を
し
た
際

に
、
丸
和
の
こ
と
を
知
っ
て
就
職
し
た
。
高
校

卒
業
と
同
時
に
入
社
し
て
21
年
、
高
畑
さ
ん
と

同
じ
よ
う
に
ベ
テ
ラ
ン
社
員
の
一
人
だ
。

【
現
在
の
仕
事
】

　

入
社
後
は
い
く
つ
か
の
部
門
を
経
験
し
な

が
ら
、
現
在
は
工
場
に
運
ば
れ
て
く
る
洗
濯
物

（
ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム
）
の
検
品
（
衣
類
に
つ
い
て
い

る
タ
グ
の
数
字
を
機
械
で
読
み
取
る
）
を
担
当

し
て
い
る
。
検
品
以
外
に
も
ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム
の
ポ

ケ
ッ
ト
の
中
の
確
認
も
担
当
し
、
忘
れ
物
は
、

ボ
ー
ル
ペ
ン
、
小
銭
が
多
い
そ
う
だ
。
こ
の
部
門

は
５
人
の
社
員
が
働
い
て
お
り
、
山
田
さ
ん
は

こ
の
グ
ル
ー
プ
の
リ
ー
ダ
ー
。
「
リ
ー
ダ
ー

と
し
て
困
っ
た
こ
と
が
起
き
た
ら
ど
う
対
処
し

て
い
ま
す
か
」と
た
ず
ね
る
と
、「
や
は
り
上
司

に
相
談
し
ま
す
」
と
慎
重
な
答
え
が
返
っ
て
き

た
。
丸
山
さ
ん
か
ら
の
「
山
田
さ
ん
は
ご
結
婚

も
さ
れ
、
奥
さ
ん
と
娘
さ
ん
と
、
奥
さ
ん
の
お

母
さ
ん
の
４
人
で
暮
ら
し
て
い
る
頼
も
し
い
お

父
さ
ん
で
す
」
と
い
う
コ
メ
ン
ト
に
、
緊
張
気

味
だ
っ
た
表
情
が
や
っ
と
笑
顔
に
な
っ
た
。
ま

た
山
田
さ
ん
も
「
令
和
元
年
度 

障
害
者
雇
用
優

良
事
業
所
等
表
彰
」
の
「
優
秀
勤
労
障
害
者
」

で
、
厚
生
労
働
大
臣
表
彰
を
受
け
て
い
る
。

【
入
社
し
た
き
っ
か
け
】

　

橋
本
さ
ん
は
小
・
中
学
生
時
代
は
地
域
の
学

【
入
社
し
た
き
っ
か
け
】

　

高
畑
さ
ん
は
、
丸
和
で
働
く
特
別
支
援
学
校

の
先
輩
か
ら
声
を
か
け
ら
れ
た
こ
と
が
き
っ
か

け
で
入
社
し
た
と
い
う
。
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
関
係
の

仕
事
は
初
め
て
だ
っ
た
が
、
学
校
の
先
輩
、
周
り

の
人
た
ち
に
支
え
ら
れ
、
今
年
で
勤
続
25
年
の

ベ
テ
ラ
ン
社
員
だ
。

【
現
在
の
仕
事
】

　

工
場
に
運
ば
れ
て
く
る
洗
濯
物
の
機
械
へ
の

投
入
（
現
場
で
は
「
さ
ば
き
」
と
呼
ぶ
）
を
６
人

の
メ
ン
バ
ー
と
協
力
し
て
担
当
し
て
い
る
。
「
い

ま
の
仕
事
は
い
か
が
で
す
か
」と
た
ず
ね
る
と
、

「
楽
し
く
仕
事
し
て
い
ま
す
」
と
す
ぐ
に
返
事

が
返
っ
て
き
た
。
同
席
し
て
い
た
丸
山
さ
ん
か

ら
、
「
高
畑
さ
ん
は
と
て
も
ま
じ
め
で
入
社
以

来
欠
勤
な
し
で
す
。
家
庭
で
は
73
歳
の
お
母
さ

ん
と
妹
さ
ん
を
守
る
大
黒
柱
な
ん
で
す
」
と
い

わ
れ
る
と
少
し
照
れ
笑
い
さ
れ
た
が
、
そ
こ
に

は
働
き
な
が
ら
家
族
を
支
え
て
い
る
自
信
の
よ

う
な
も
の
を
感
じ
た
。

　

ま
た
高
畑
さ
ん
は
、
「
令
和
３
年
度 

障
害
者

雇
用
優
良
事
業
所
等
表
彰
（
和
歌
山
県
）
」
の

「
優
秀
勤
労
障
害
者
」
と
し
て
、
和
歌
山
県
知

事
表
彰
を
受
け
て
い
る
。

 

【
入
社
し
た
き
っ
か
け
】

　

山
田
さ
ん
は
高
校
在
学
中
に
丸
和
グ
ル
ー
プ

生産事業部で働く山田暁さん搬入されたユニフォ－ムのタグを読み取る山田さん

令和元年度の障害者雇用優良事業所等
全国表彰式において、「優秀勤労障害者」

厚生労働大臣表彰を受ける山田さん

山や
ま

田だ

暁あ
き
ら

さ
ん
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

橋は
し

本も
と

候こ
う

司じ

さ
ん
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

高た
か

畑は
た

誠せ
い

一い
ち

さ
ん
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

生産事業部で働く橋本候司さん洗濯を終えたユニフォームをハンガーに掛ける橋本さん

働く広場  2022.1123



で
目
標
を
見
つ
け
、
単
純
作
業
だ
け
で
な
く
、

パ
ソ
コ
ン
上
の
シ
ス
テ
ム
操
作
な
ど
高
度
な
知

識
や
技
術
を
習
得
し
、
生
産
事
業
部
の
中
核
を

に
な
っ
て
お
り
、
と
て
も
頼
れ
る
存
在
で
す
」

　

本
社
工
場
は
、
リ
ネ
ン
サ
プ
ラ
イ
事
業
を
展

開
す
る
中
心
的
工
場
で
あ
る
。
工
場
見
学
が
始

ま
っ
た
時
間
は
夕
方
近
く
で
、
明
日
の
朝
搬
送

す
る
リ
ネ
ン
類
の
ト
ラ
ッ
ク
へ
の
積
み
込
み

が
始
ま
っ
て
い
た
。
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
に
応
じ
て

く
れ
た
3
人
が
い
る
部
門
を
工
程
順
に
見
学
し

た
。

　

私
は
、
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
に
つ
い
て
、
商
店
街
の

な
か
に
あ
る
家
族
が
経
営
す
る
ク
リ
ー
ニ
ン
グ

店
を
イ
メ
ー
ジ
し
て
い
た
が
、
工
場
見
学
を
始

め
る
と
同
時
に
す
べ
て
覆

く
つ
が
え

さ
れ
た
。
ト
ラ
ッ
ク

で
搬
入
さ
れ
た
大
量
の
リ
ネ
ン
類
を
機
械
が
読

み
取
っ
て
分
類
し
、
巨
大
な
洗
濯
機
群
が
そ
れ

ら
を
洗
浄
し
、
洗
濯
後
の
し
わ
伸
ば
し
と
乾
燥

が
す
ん
だ
リ
ネ
ン
類
は
ベ
ル
ト
コ
ン
ベ
ア
ー
で

工
場
内
を
移
動
し
、
最
後
の
仕
上
げ
が
行
わ
れ

る
。
そ
の
人
と
機
械
が
織
り
な
す
光
景
に
圧
倒

さ
れ
た
。
高
畑
さ
ん
、
山
田
さ
ん
、
橋
本
さ
ん

は
、
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
の
と
き
と
働
い
て
い
る

と
き
と
で
は
違
う
表
情
を
見
せ
、
そ
の
一
生

懸
命
に
働
く
姿
か
ら
、
人
と
し
て
の
「
誇
り
」

が
感
じ
ら
れ
た
。

　

社
内
見
学
の
終
わ
り
に
、
社
会
福
祉
法
人
桃

就
職
。
障
が
い
の
あ
る
人
と
一
緒
に
働
く
の
は

初
め
て
で
、
入
社
当
初
は
、
障
が
い
の
あ
る
人

が
仕
事
を
す
る
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
を
持
っ
て
い

な
か
っ
た
と
い
う
。
入
社
し
て
1
年
半
が
経
っ

た
こ
ろ
、
生
産
事
業
部
で
働
く
障
が
い
の
あ
る

社
員
の
担
当
に
な
っ
た
。
障
が
い
に
つ
い
て
専

門
的
な
知
識
や
実
務
的
な
経
験
も
な
か
っ
た

が
、
一
人
ひ
と
り
と
話
し
合
い
、
理
解
す
る
よ

う
に
努
力
し
て
き
た
そ
う
だ
。
障
が
い
の
あ
る

社
員
か
ら
は
、
仕
事
の
負
荷
が
き
つ
い
、
人
間

関
係
が
う
ま
く
い
か
な
い
、
突
然
退
職
し
た
い

な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
相
談
が
あ
る
と
い
う
。
平
野

さ
ん
が
担
当
者
と
し
て
心
が
け
て
き
た
こ
と
と

し
て
「
相
談
者
が
落
ち
着
い
て
話
が
で
き
る
よ

う
に
す
る
」
、「
話
を
聞
く
こ
と
に
徹
す
る
」
、

「
決
し
て
感
情
的
に
な
ら
な
い
、
怒
ら
な
い
」
、

「
相
談
が
あ
っ
た
そ
の
日
に
話
し
合
い
、
解
決
策

を
一
緒
に
考
え
る
」
、「
ト
ラ
ブ
ル
が
起
き
る
と

無
用
な
う
わ
さ
話
が
社
内
に
広
が
る
の
で
、
正

確
な
情
報
と
早
期
解
決
が
大
切
だ
」
と
語
っ
て

く
れ
た
。

【
障
が
い
に
つ
い
て
】

　

障
が
い
の
あ
る
人
と
一
緒
に
働
い
て
、
障
が
い

だ
け
に
と
ら
わ
れ
ず
「
人
」
と
し
て
接
し
て
い

く
と
、
成
長
し
て
い
る
姿
や
、
本
人
が
家
族
を

大
切
に
し
て
い
る
こ
と
な
ど
が
わ
か
っ
た
と
い

う
。
そ
の
思
い
は
、
丸
和
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲

載
さ
れ
て
い
る
ウ
ェ
ブ
マ
ガ
ジ
ン
に
お
け
る
、
平

野
さ
ん
の
コ
メ
ン
ト
に
も
表
れ
て
い
る
。

「
彼
ら
は
日
々
の
仕
事
を
こ
な
し
て
い
く
な
か

こ
と
も
あ
っ
た
が
、
な
に
ご
と
も
他
人
に
は
負

け
た
く
な
い
と
い
う
性
格
か
ら
一
つ
ひ
と
つ
仕

事
を
覚
え
て
い
き
、
今
年
で
入
社
17
年
目
に
な

る
。

【
現
在
の
仕
事
】

　

橋
本
さ
ん
は
、
洗
濯
が
終
わ
っ
た
ユ
ニ
フ
ォ
ー

ム
を
ハ
ン
ガ
ー
に
掛
け
る
業
務
を
担
当
し
て
い

る
。
こ
の
部
門
は
、
３
人
か
ら
５
人
の
メ
ン
バ
ー

が
い
て
、
１
人
で
１
日
２
０
０
０
枚
の
ハ
ン
ガ
ー

掛
け
を
こ
な
し
て
い
る
。
橋
本
さ
ん
は
恥
ず
か

し
が
り
や
の
性
格
で
、
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
の
初
め

の
こ
ろ
は
視
線
を
合
わ
せ
な
い
よ
う
な
と
こ
ろ

が
あ
っ
た
が
、
同
席
し
て
い
た
丸
山
さ
ん
の
声

か
け
も
あ
り
、
仕
事
以
外
の
い
ろ
い
ろ
な
話
も

し
て
く
れ
た
。
毎
朝
６
時
に
は
家
を
出
て
、
約

２
時
間
か
け
て
通
勤
し
て
い
る
。
趣
味
は
旅
行

と
貯
金
。
政
治
へ
の
関
心
も
深
く
、
選
挙
が
大

好
き
と
の
こ
と
。
選
挙
期
間
中
に
は
、
地
域
の

議
員
さ
ん
や
市
長
さ
ん
と
も
話
を
し
た
こ
と
が

あ
る
な
ど
、
政
治
の
話
を
熱
心
に
語
る
一
面
も

見
ら
れ
た
。

　

ま
た
、
趣
味
の
旅
行
も
、
今
年
は
彦
根
城
に

行
き
、
来
年
は
広
島
を
旅
す
る
予
定
だ
と
い

う
。
家
族
み
ん
な
で
行
く
旅
行
を
楽
し
み
に
し

て
毎
日
の
仕
事
に
励
ん
で
い
る
。

【
現
在
の
仕
事
に
つ
い
て
】

　

平
野
さ
ん
は
６
年
前
に
転
職
し
て
、
丸
和
に

生
産
事
業
部
係
長　

平ひ
ら

野の

豊ゆ
た
か

さ
ん
に

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

社
内
見
学

働く広場  2022.11

生産事業部係長の平野豊さん工場内には、大型の乾燥機や洗濯機が立ち並ぶ
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仕
事
ぶ
り
が
う
ま
く
い
っ
て
い
る
状
態
は
、
仕

事
内
容
や
職
場
の
配
慮
や
本
人
の
状
態
が
絶
妙

に
調
整
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
多
い
。
し
か
し
、

ち
ょ
っ
と
し
た
こ
と
で
崩
れ
て
し
ま
う
こ
と
も

あ
り
、
こ
の
よ
う
な
状
況
を
防
ぐ
対
応
策
と
し

て
、
就
職
後
の
本
人
と
職
場
の
タ
イ
ム
リ
ー
な

相
談
対
応
が
重
要
に
な
る
。
こ
の
サ
ポ
ー
ト
が

「
ナ
チ
ュ
ラ
ル
サ
ポ
ー
ト
」
で
あ
る
。

　

当
機
構
障
害
者
職
業
総
合
セ
ン
タ
ー
主
任
研

究
員
の
春は

る

名な

由ゆ

一い
ち

郎ろ
う

は
「
共
生
社
会
に
向
け
た

障
害
者
就
労
支
援
ー
分
野
横
断
的
課
題
」
（
※
）

の
な
か
で
、
「
２
０
０
９
年
の
重
度
の
聴
覚
障

害
者
の
調
査
デ
ー
タ
を
見
る
と
、
聴
覚
障
害
の

雇
用
の
歴
史
は
長
い
の
で
、
当
然
、
職
場
で
配

慮
が
さ
れ
て
い
る
か
と
思
い
き
や
、
実
際
は
、

﹃
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
﹄
や
﹃
人
間
関
係
﹄
に

問
題
の
あ
る
ま
ま
働
い
て
い
る
人
の
方
が
多
い

と
い
う
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
」
と
報
告
し

て
い
る
。

「
定
着
率
の
高
さ
」
は
１
回
の
取
材
だ
け
で

軽
々
と
論
ず
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
「
ナ
チ
ュ

ラ
ル
サ
ポ
ー
ト
」
と
「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
や

人
間
関
係
に
問
題
が
あ
る
こ
と
」
に
、
障
が
い

の
あ
る
人
の
雇
用
と
定
着
率
解
決
の
ヒ
ン
ト
が

示
さ
れ
て
い
る
と
考
え
る
。

　

丸
和
で
は
、
ど
ん
な
障
が
い
が
あ
っ
て
も
,

本
人
の
能
力
（
強
み
）
の
発
揮
を
支
援
し
な
が

ら
、
働
き
方
の
個
別
性
・
多
様
性
両
面
へ
の
支

援
を
こ
れ
か
ら
も
続
け
て
い
か
れ
る
こ
と
を
期

待
し
た
い
。

か
と
考
え
る
。

　

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
の
と
き
に
、
丸
山
さ
ん
が
３

人
の
社
員
の
こ
と
を
よ
く
知
っ
て
い
て
、
家

族
の
こ
と
、生
活
や
人
生
の
こ
と
な
ど
、互
い

に
フ
ラ
ン
ク
に
話
し
合
っ
て
い
る
場
面
が
と
て

も
印
象
に
残
っ
て
い
る
。
「
障
が
い
の
あ
る
人

を
働
け
る
よ
う
に
支
援
す
る
」
と
は
、
会
社
が

単
に
働
く
場
を
提
供
す
る
だ
け
で
は
な
く
、
就

職
後
の
生
活
、
人
生
、
個
々
の
ニ
ー
ズ
な
ど
に

対
応
し
な
が
ら
本
人
を
支
え
て
い
く
こ
と
で
あ

り
、
そ
の
大
切
さ
を
丸
山
さ
ん
の
自
然
な
対
応

か
ら
学
ん
だ
。

　

障
が
い
の
あ
る
人
の
就
労
支
援
が
雇
用
率
だ

け
で
判
断
さ
れ
る
傾
向
が
あ
る
が
、
私
は
定
着

率
も
重
要
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。
総
務
部
課

長
の
中
尾
さ
ん
、
生
産
事
業
部
係
長
の
平
野

さ
ん
に
丸
和
の
定
着
率
の
高
さ
に
つ
い
て
た
ず

ね
た
が
、
「
特
別
な
こ
と
は
し
て
い
ま
せ
ん
」

と
の
返
事
が
返
っ
て
き
た
。
し
か
し
、
前
述
の

平
野
さ
ん
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
で
、
担
当
者
と
し

て
心
が
け
て
い
る
と
語
っ
た
五
つ
の
ポ
イ
ン
ト

の
な
か
に
そ
の
答
え
が
含
ま
れ
て
い
る
。
五
つ

の
ポ
イ
ン
ト
は
平
野
さ
ん
が
日
常
行
っ
て
い
る

経
験
か
ら
得
た
も
の
と
推
測
で
き
る
が
、
特
に

「
相
談
が
あ
っ
た
そ
の
日
に
話
し
合
い
、
解
決

策
を
一
緒
に
考
え
る
」
は
、
障
が
い
の
あ
る
人
の

就
労
支
援
で
取
り
組
ま
れ
て
い
る
「
ナ
チ
ュ
ラ

ル
サ
ポ
ー
ト
」
に
通
じ
る
。
障
が
い
の
あ
る
人
の

の
木
会
が
運
営
す
る
就
労
継
続
支
援
Ａ
型
事
業

所
も
見
学
し
た
。
こ
の
施
設
は
丸
和
の
工
場
内

に
設
置
さ
れ
、
丸
和
と
同
じ
リ
ネ
ン
サ
プ
ラ
イ

業
務
を
行
っ
て
い
る
。
利
用
者
は
40
人
、
作
業

内
容
は
丸
和
の
工
場
と
ほ
ぼ
同
じ
だ
。

　

今
回
取
材
を
終
え
て
、
こ
れ
ま
で
の
取
材
と

異
な
る
点
を
あ
ら
た
め
て
確
認
す
る
と
「
丸
和

が
特
例
子
会
社
で
は
な
く
会
社
の
な
か
で
の
就

労
支
援
に
取
り
組
ん
で
い
る
こ
と
」
、
「
障
が
い

の
あ
る
社
員
の
定
着
率
が
高
い
こ
と
」
の
二
つ

が
印
象
的
だ
っ
た
。

　

こ
れ
ま
で
の
障
が
い
の
あ
る
人
へ
の
支
援

は
、
で
き
な
い
こ
と
を
ま
ず
評
価
し
て
、
そ
れ

に
対
し
て
支
援
す
る
と
い
う
こ
と
が
あ
た
り

前
だ
っ
た
。
近
年
、
特
に
「
障
害
者
差
別
解
消

法
」
施
行
後
は
、
障
が
い
当
事
者
の
「
働
き
た

い
」
と
い
う
意
思
を
尊
重
し
て
、
「
で
き
る
こ
と

を
探
す
」
、
「
働
け
る
よ
う
に
支
援
す
る
」
こ

と
が
、
障
が
い
の
あ
る
人
の
就
労
支
援
の
基
本

に
変
わ
っ
て
い
る
。
丸
和
で
は
、
創
業
者
の
「
障

が
い
が
あ
っ
て
も
働
け
る
」
と
い
う
思
い
が
多

く
の
社
員
に
受
け
継
が
れ
、
会
社
組
織
の
な
か

で
「
働
け
る
よ
う
に
す
る
支
援
」
の
ノ
ウ
ハ
ウ

を
蓄
積
し
て
き
た
こ
と
が
、
10
人
の
雇
用
と
定

着
率
の
高
さ
に
つ
な
が
っ
て
い
る
の
で
は
な
い

取
材
を
終
え
て

(2)  

定
着
率
の
高
さ

(1)  

丸
和
の
取
組
み
か
ら
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社会福祉法人桃の木会が運営する就労継続支援Ａ型事業所

※社会保障研究, 2018, vol. 2, no. 4, pp. 469-483.
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省 庁

第
１
章　

障
害
を
理
由
と
す
る
差
別
の
解
消
の
推
進

●
「
障
害
者
差
別
解
消
法
」
の
円
滑
な
施
行
の
推
進

・
障
害
者
の
差
別
解
消
に
向
け
た
周
知
・
啓
発

「
合
理
的
配
慮
の
提
供
等
事
例
集
」
の
作
成
・
活
用
。
２
０
２
２
年
３
月
に
「
障

害
者
の
差
別
解
消
に
向
け
た
理
解
促
進
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
」
を
設
置

・「
障
害
者
差
別
解
消
支
援
地
域
協
議
会
」
の
設
置
等
の
促
進

地
域
の
関
係
機
関
が
連
携
し
、
差
別
事
案
へ
の
効
果
的
な
対
応
や
紛
争
解
決
の

後
押
し
を
行
え
る
よ
う
、
自
治
体
に
お
け
る
地
域
協
議
会
の
設
置
等
を
促
進

●
「
障
害
者
差
別
解
消
法
」
改
正
法
の
公
布

内
閣
府
の
障
害
者
政
策
委
員
会
に
よ
る
「
障
害
者
差
別
解
消
法
」
の
施
行
３

年
後
の
見
直
し
に
関
す
る
意
見
書
等
を
踏
ま
え
、
事
業
者
に
よ
る
合
理
的
配
慮
の

提
供
の
義
務
化
等
を
内
容
と
す
る
同
法
の
改
正
法
が
２
０
２
１
年
６
月
に
公
布
。

施
行
期
日
は
、
公
布
の
日
か
ら
起
算
し
て
３
年
を
超
え
な
い
範
囲
内

第
２
章　

障
害
の
あ
る
人
に
対
す
る
理
解
を
深
め
る

　
　　

た
め
の
基
盤
づ
く
り

第
１
節
広
報
・
啓
発
等
の
推
進

●
「
障
害
者
週
間
」（
毎
年
12
月
３
日
〜
９
日
）
に
お
け
る
全
国
的
な
広
報
・
啓

発
活
動
、
国
民
へ
の
理
解
促
進
の
た
め
の
取
組
の
推
進

●
学
校
教
育
に
お
け
る
理
解
促
進
等
の
取
組

学
校
教
育
に
お
い
て
、
障
害
や
障
害
者
に
関
す
る
理
解
を
促
進
す
る
取
組
を

充
実
さ
せ
る
た
め
、
学
習
指
導
要
領
に
基
づ
い
た
交
流
及
び
共
同
学
習
の
一
層
の

推
進
等
を
進
め
る

第
２
節
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
大
会
を
契
機
と

　
　
　

し
た
取
組
と
レ
ガ
シ
ー

●
「
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
２
０
２
０
行
動
計
画
」
に
基
づ
く
取
組
の
推
進

「
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
２
０
２
０
行
動
計
画
」
を
基
に
共
生
社
会
の
実
現

に
向
け
た
諸
施
策
を
推
進
す
る
中
で
、
障
害
の
あ
る
人
の
視
点
を
施
策
に
反
映
さ

せ
る
仕
組
み
と
し
て
「
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
２
０
２
０
評
価
会
議
」
を
開
催

●
「
心
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
」
の
拡
大
・
向
上

公
共
交
通
事
業
者
に
よ
る
一
定
水
準
の
接
遇
を
確
保
す
る
た
め
の
「
公
共
交
通

事
業
者
に
向
け
た
接
遇
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
に
加
え
て
、「
認
知
症
の
人
編
」
と
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
を
踏
ま
え
た
「
追
補
版
」
を
作
成
。
小
学
校
で

２
０
２
０
年
度
か
ら
中
学
校
で
２
０
２
１
年
度
か
ら
新
学
習
指
導
要
領
を
踏
ま

え
た
授
業
を
全
面
実
施

障
害
者
白
書
は
、
障
害
者
基
本
法
第
13
条
に
基
づ
き
、
障

害
者
の
た
め
に
講
じ
た
施
策
の
概
況
に
つ
い
て
、
毎
年
国
会

に
報
告
し
て
い
る
も
の
で
す
。

「
令
和
４
年
版
障
害
者
白
書
」
の
概
要
を
紹
介
し
ま
す
。

令和４年版 障害者白書概要
内閣府ホームページより抜粋
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●
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
の
街
づ
く
り

２
０
２
１
度
か
ら
の
５
年
間
を
目
標
期
間
と
す
る
新
し
い
バ
リ
ア
フ
リ
ー
整
備

目
標
を
策
定
。
地
方
部
を
含
め
た
ハ
ー
ド
・
ソ
フ
ト
両
面
で
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化

を
よ
り
一
層
推
進

●
「
共
生
社
会
ホ
ス
ト
タ
ウ
ン
」
の
取
組

全
国
各
地
に
お
け
る
共
生
社
会
の
実
現
に
向
け
た
取
組
を
加
速
し
、
東
京
パ
ラ

リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
大
会
の
レ
ガ
シ
ー
に
も
つ
な
げ
て
い
く
「
共
生
社
会
ホ
ス
ト
タ

ウ
ン
」
の
取
組
を
推
進

第
３
章　

社
会
参
加
へ
向
け
た
自
立
の
基
盤
づ
く
り

第
１
節
障
害
の
あ
る
子
供
の
教
育
・
育
成
に
関
す
る
施
策

●
障
害
の
あ
る
児
童
生
徒
の
教
科
書
・
教
材
の
充
実

拡
大
教
科
書
な
ど
、
障
害
の
あ
る
児
童
生
徒
が
使
用
す
る
教
科
用
特
定
図
書
等

の
普
及
を
図
る
こ
と
に
加
え
て
、
特
別
な
配
慮
を
必
要
と
す
る
児
童
生
徒
の
学
習

上
の
困
難
の
低
減
に
資
す
る
学
習
者
用
デ
ジ
タ
ル
教
科
書
を
、
特
別
支
援
学
校
及

び
特
別
支
援
学
級
を
含
む
全
国
約
４
割
の
小
中
学
校
等
に
、
１
教
科
分
提
供
す
る

事
業
等
を
実
施

●
特
別
支
援
教
育
の
推
進

障
害
の
あ
る
子
供
の
就
学
先
決
定
や
学
び
の
場
の
充
実
に
関
す
る
「
障
害
の
あ

る
子
供
の
教
育
支
援
の
手
引
」
を
改
訂
・
周
知
、
特
別
支
援
学
校
設
置
基
準
の

策
定
、
特
別
支
援
教
育
を
担
う
教
師
の
専
門
性
向
上
に
関
す
る
取
組
等
を
実
施

●
地
域
に
お
け
る
療
育
体
制
の
整
備

医
療
的
ケ
ア
児
及
び
そ
の
家
族
に
対
す
る
支
援
に
関
し
、
基
本
理
念
を
定
め
、

保
育
及
び
教
育
の
拡
充
に
係
る
施
策
そ
の
他
必
要
な
施
策
並
び
に
医
療
的
ケ
ア

児
支
援
セ
ン
タ
ー
の
指
定
等
に
つ
い
て
定
め
た
「
医
療
的
ケ
ア
児
及
び
そ
の
家
族

に
対
す
る
支
援
に
関
す
る
法
律
」
が
施
行

第
２
節
雇
用
・
就
労
の
促
進
施
策

●
障
害
者
雇
用
の
現
状

　

民
間
企
業
（
43
・
５
人
以
上
規
模
の
企
業
：
法
定
雇
用
率
２・３
％
）
に
雇
用
さ

れ
て
い
る
障
害
者
の
数
（
２
０
２
１
年
６
月
１
日
現
在
、
以
下
同
じ
）
は
５
９
７  

７
８
６・０
人
で
、
前
年
同
日
よ
り
１
９
４
９
４・０
人
増
加
（
前
年
同
日
５
７
８

２
９
２・０
人
）
し
、
18
年
連
続
で
過
去
最
高

　

国
の
機
関
（
法
定
雇
用
率
２・６
％
）
に
在
職
し
て
い
る
障
害
者
の
割
合
、
勤
務

し
て
い
る
障
害
者
数
は
そ
れ
ぞ
れ
２
・
83
％
、
９
６
０
５・０
人
で
、
全
て
の
機
関

に
お
い
て
法
定
雇
用
率
達
成

●
障
害
者
雇
用
に
関
す
る
優
良
な
中
小
事
業
主
に
対
す
る
認
定
制
度
（
も
に
す

認
定
制
度
）

　

個
々
の
中
小
事
業
主
に
お
け
る
障
害
者
雇
用
の
進
展
に
対
す
る
社
会
的
な
関
心

を
喚
起
し
、
障
害
者
雇
用
に
対
す
る
経
営
者
の
理
解
を
促
進
す
る
た
め
の
制
度
。

２
０
２
１
年
12
月
末
時
点
、
全
国
で
１
１
７
事
業
主
が
認
定

●
障
害
の
あ
る
人
へ
の
地
域
に
お
け
る
就
労
支
援

　

障
害
の
あ
る
人
の
就
労
支
援
の
充
実
と
活
性
化
を
図
る
た
め
、
雇
用
・
福
祉
・

教
育
・
医
療
の
一
層
の
連
携
強
化
を
図
り
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
を
中
心
と
し
た
関
係

機
関
と
の
チ
ー
ム
支
援
や
、
一
般
雇
用
や
雇
用
支
援
策
に
関
す
る
理
解
の
促
進
、

障
害
者
就
業
・
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー
事
業
、
ト
ラ
イ
ア
ル
雇
用
な
ど
を
実
施
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第
４
章　

日
々
の
暮
ら
し
の
基
盤
づ
く
り

第
１
節
生
活
安
定
の
た
め
の
施
策

●
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
計
画
的
な
基
盤
整
備

地
域
共
生
社
会
の
実
現
に
向
け
た
包
括
的
な
支
援
体
制
の
構
築
、
障
害
福
祉

人
材
の
確
保
、
精
神
障
害
に
も
対
応
し
た
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
構
築
、

障
害
児
支
援
の
提
供
体
制
の
整
備

●
在
宅
サ
ー
ビ
ス
の
充
実

利
用
者
の
実
態
に
応
じ
た
支
援
を
行
う
観
点
か
ら
、
利
用
者
像
や
サ
ー
ビ
ス

の
提
供
形
態
に
応
じ
、
居
宅
介
護
、
重
度
訪
問
介
護
、
同
行
援
護
、
行
動
援
護

及
び
重
度
障
害
者
等
包
括
支
援
を
実
施

●
発
達
障
害
者
支
援
の
推
進

地
域
支
援
の
中
核
で
あ
る
発
達
障
害
者
支
援
セ
ン
タ
ー
等
に
発
達
障
害
者
地

域
支
援
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
を
配
置
、
ペ
ア
レ
ン
ト
メ
ン
タ
ー
の
養
成
や
活
動
の
支

援
、
青
年
期
の
発
達
障
害
者
等
の
居
場
所
作
り
等
の
支
援
な
ど
の
実
施

●
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興

・
ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
た
共
生
社
会
実
現
に
向
け
た
取
組

パ
ラ
ア
ス
リ
ー
ト
等
の
学
校
で
の
講
演
や
パ
ラ
競
技
体
験
、東
京
２
０
２
０
パ
ラ

リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
大
会
に
出
場
し
た
パ
ラ
リ
ン
ピ
ア
ン
と
児
童
生
徒
の
交
流
、
県
民

パ
ラ
ス
ポ
ー
ツ
大
会
や
学
校
区
、
企
業
対
抗
等
の
様
々
な
レ
ベ
ル
で
の
パ
ラ
ス
ポ
ー

ツ
の
体
験
会
・
交
流
会
の
実
施　

●
文
化
芸
術
活
動
の
推
進

・
障
害
者
に
よ
る
文
化
芸
術
活
動
の
推
進
に
関
す
る
法
律
及
び
基
本
的
な
計
画

鑑
賞
の
機
会
の
拡
大
や
、
作
品
等
の
創
造
へ
の
支
援
強
化
、
地
域
で
の
作
品
等
の

発
表
の
機
会
の
確
保
等
、
障
害
者
の
文
化
芸
術
活
動
の
充
実
に
向
け
た
各
種
取
組

を
実
施
。
地
方
公
共
団
体
に
お
け
る
文
化
芸
術
活
動
の
推
進
に
関
す
る
計
画
策
定

及
び
取
組
の
推
進
を
支
援

第
２
節
保
健
・
医
療
施
策

●
障
害
の
あ
る
人
に
対
す
る
適
切
な
保
健
・
医
療
サ
ー
ビ
ス
の
充
実

身
体
障
害
の
状
態
を
軽
減
す
る
た
め
の
医
療
及
び
精
神
疾
患
に
対
す
る
継
続
的

な
治
療
を
自
立
支
援
医
療
と
位
置
づ
け
、
そ
の
医
療
費
の
自
己
負
担
の
一
部
又
は

全
部
を
公
費
負
担
、
２
０
２
２
年
度
の
診
療
報
酬
改
定
に
お
い
て
、
入
院
医
療
に

お
け
る
栄
養
管
理
に
係
る
適
切
な
評
価
及
び
精
神
疾
患
患
者
の
地
域
定
着
の
推
進

の
た
め
の
見
直
し
を
実
施

第
５
章　

住
み
よ
い
環
境
の
基
盤
づ
く
り

第
１
節
障
害
の
あ
る
人
の
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
と

　
　
　

安
全
・
安
心
の
た
め
の
施
策

●
移
動
等
の
円
滑
化
の
一
層
の
促
進

・
改
正
「
バ
リ
ア
フ
リ
ー
法
」
の
全
面
施
行

２
０
２
１
年
４
月
に
「
高
齢
者
、
障
害
者
等
の
移
動
等
の
円
滑
化
の
促
進
に
関

す
る
法
律
（
バ
リ
ア
フ
リ
ー
法
）
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
」
が
全
面
施
行
。
公

共
交
通
事
業
者
等
に
対
す
る
ソ
フ
ト
基
準
適
合
義
務
の
創
設
、
優
先
席
・
車
椅

子
使
用
者
用
駐
車
施
設
等
の
適
正
な
利
用
や
市
町
村
等
に
よ
る
「
心
の
バ
リ
ア
フ

リ
ー
」
を
推
進
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●
建
築
物
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
の
推
進

・
小
規
模
店
舗
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化

建
築
物
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
で
あ
る
「
高
齢
者
、
障
害
者
等

の
円
滑
な
移
動
等
に
配
慮
し
た
建
築
設
計
標
準
」
を
改
正
。
小
規
模
店
舗
内
部

に
お
け
る
入
口
の
段
差
解
消
、
可
動
式
の
椅
子
席
の
設
置
等
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
整

備
を
進
め
る
た
め
の
考
え
方
を
追
加
し
た
ほ
か
、備
品
に
よ
る
移
動
支
援
や
接
遇
、

従
業
員
教
育
等
の
ソ
フ
ト
面
の
工
夫
を
充
実

●
公
共
交
通
機
関
、
歩
行
空
間
等
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
の
推
進

・
全
国
の
鉄
道
駅
に
お
け
る
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
の
加
速

「
第
２
次
交
通
政
策
基
本
計
画
」
が
閣
議
決
定
、
こ
れ
を
踏
ま
え
、
鉄
道
駅
の

バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
を
進
め
る
枠
組
み
と
し
て
新
た
な
料
金
制
度
を
創
設
、
市
町

村
が
作
成
す
る
バ
リ
ア
フ
リ
ー
基
本
構
想
に
位
置
付
け
ら
れ
た
鉄
道
駅
の
施
設

整
備
に
係
る
補
助
率
を
拡
充
す
る
こ
と
を
令
和
４
年
度
予
算
に
盛
込
み

●
防
災
、
防
犯
対
策
の
推
進

・「
災
害
対
策
基
本
法
」
の
一
部
改
正

２
０
２
１
年
５
月
に
、
個
別
避
難
計
画
の
作
成
を
市
町
村
長
の
努
力
義
務
と
す

る
こ
と
等
を
盛
り
込
ん
だ
「
災
害
対
策
基
本
法
」
の
一
部
改
正
。
こ
れ
を
踏
ま
え

「
避
難
行
動
要
支
援
者
の
避
難
行
動
支
援
に
関
す
る
取
組
指
針
」
に
個
別
避
難
計

画
の
作
成
・
活
用
に
係
る
具
体
的
手
順
等
を
追
加
。
ま
た
、
福
祉
避
難
所
へ
の
直

接
の
避
難
が
促
進
さ
れ
る
よ
う
「
災
害
対
策
基
本
法
施
行
規
則
」
等
を
改
正

第
２
節
障
害
の
あ
る
人
の
情
報
ア
ク
セ
シ
ビ
リ
テ
ィ
を

　
　
　

向
上
す
る
た
め
の
施
策

●
情
報
ア
ク
セ
シ
ビ
リ
テ
ィ
の
向
上

「
デ
ジ
タ
ル
活
用
共
生
社
会
」
の
実
現
を
目
指
す
べ
き
で
あ
る
と
し
た
デ
ジ
タ

ル
活
用
共
生
社
会
実
現
会
議
の
報
告
に
基
づ
き
、
各
企
業
等
が
自
社
の
I
C
T

機
器
・
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
ア
ク
セ
シ
ビ
リ
テ
ィ
確
保
を
自
己
診
断
す
る
取
組
等

を
推
進

●
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
支
援
体
制
の
充
実

・
手
話
や
点
訳
等
に
よ
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
支
援

２
０
２
０
年
に
施
行
し
た
「
聴
覚
障
害
者
等
に
よ
る
電
話
の
利
用
の
円
滑
化
に

関
す
る
法
律
」
に
基
づ
き
、「
手
話
」
や
「
文
字
」
と
「
音
声
」
と
を
オ
ペ
レ
ー

タ
ー
が
通
訳
す
る
こ
と
に
よ
り
、
聴
覚
や
発
話
に
障
害
の
あ
る
人
と
そ
れ
以
外
の

人
を
電
話
で
双
方
向
に
つ
な
ぐ
公
共
イ
ン
フ
ラ
と
し
て
の
「
電
話
リ
レ
ー
サ
ー
ビ

ス
」
が
２
０
２
１
年
７
月
か
ら
開
始

第
６
章
国
際
的
な
取
組

●
国
際
協
力
等
の
推
進

・
日
本
の
イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
防
災
の
取
組
を
世
界
に

J
I
C
A
（
独
立
行
政
法
人
国
際
協
力
機
構
）
が
、
エ
ク
ア
ド
ル
へ
の
技
術
協

力
を
実
施
。
日
本
の
イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
防
災
の
実
践
例
を
共
有
し
、
計
画
策
定
や

合
意
形
成
に
至
る
ス
テ
ッ
プ
を
学
ぶ
研
修
を
行
う
こ
と
で
、
エ
ク
ア
ド
ル
に
お
け

る
イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
防
災
の
モ
デ
ル
の
検
討
や
、
研
修
後
の
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
の

作
成
を
支
援

「
障
害
者
白
書
」
は
、
内
閣
府
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
（
★
）

★https://www8.cao.go.jp/shougai/whitepaper/index-w.html
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国
土
交
通
省
は
、
障
害
当
事
者
団
体
や
鉄
道
事
業
者

と
の
意
見
交
換
会
の
議
論
を
ふ
ま
え
、「
駅
の
無
人
化
に

伴
う
安
全
・
円
滑
な
駅
利
用
に
関
す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」

を
策
定
し
た
。

　

国
土
交
通
省
に
よ
る
と
、
無
人
駅
は
２
０
１
９
年
度

ま
で
に
４
５
６
４
駅
で
総
駅
数
の
48
・
２
%
を
占
め
る
。

意
見
交
換
会
で
障
害
当
事
者
か
ら
は
、
大
き
な
要
望
と

し
て
（
１
）
障
害
当
事
者
へ
の
適
切
な
案
内・情
報
提
供
、

（
２
）
駅
の
利
用
に
関
す
る
事
前
連
絡
の
あ
り
方
、（
３
）

列
車
運
転
士
等
の
乗
務
員
に
よ
る
乗
降
介
助
の
３
点
が

あ
げ
ら
れ
た
。

　

こ
れ
を
受
け
て
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
で
は
、障
害
特
性
（
視

覚
・
聴
覚
・
車
い
す
使
用
な
ど
）
に
応
じ
た
情
報
提
供
や
、

駅
利
用
の
際
に
事
前
連
絡
が
な
く
て
も
対
応
す
る
こ
と

の
社
内
周
知
、
乗
務
員
に
よ
る
乗
降
介
助
の
実
施
な
ど
、

ハ
ー
ド
対
策
・
ソ
フ
ト
対
策
一
体
の
環
境
整
備
を
求
め

て
い
る
。
ま
た
、
自
治
体
や
沿
線
施
設
・
地
元
企
業
な

ど
と
の
連
携
、
委
託
を
通
じ
た
駅
運
営
の
取
組
み
も
有

効
と
し
、
ハ
ー
ド
整
備
・
ソ
フ
ト
対
応
を
含
め
た
先
行

事
例
を
あ
げ
て
い
る
。

　

こ
の
う
ち
情
報
提
供
に
つ
い
て
は
、
緊
急
時
は
リ
ア

ル
タ
イ
ム
で
適
切
に
係
員
等
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が

と
れ
る
環
境
整
備
が
必
要
と
し
て
い
る
。
連
絡
体
制
に

つ
い
て
は
窓
口
の
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
化
や
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
活
用
、

時
間
帯
に
よ
っ
て
他
駅
か
ら
の
係
員
等
に
よ
る
巡
回
や

見
守
り
の
実
施
、
駅
利
用
者
へ
の
「
声
か
け・サ
ポ
ー
ト
」

を
求
め
て
い
る
。
介
助
に
つ
い
て
は
「
事
前
連
絡
が
な

い
場
合
に
お
い
て
も
、
可
能
な
か
ぎ
り
待
ち
時
間
が
短

く
な
る
よ
う
努
め
つ
つ
対
応
を
行
う
こ
と
、
ま
た
無
人

か
り
」
内
に
開
設
し
た
。
運
営
は
「
社
会
福
祉
法
人
ゆ

う
か
り
」（
鹿
児
島
市
）
に
委
託
。

　

同
セ
ン
タ
ー
で
は
月
１
回
程
度
、
芸
術
文
化
活
動
の

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
な
ど
を
開
催
す
る
ほ
か
、年
１
回
の
作

品
展
覧
会
、
地
域
の
特
性
を
活
か
し
た
交
流
企
画
や
イ

ベ
ン
ト
、
演
劇
・
映
画
な
ど
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
芸
術
文

化
活
動
、
情
報
発
信
な
ど
を
行
っ
て
い
く
予
定
。

　

ま
た
、
障
害
の
あ
る
人
の
芸
術
文
化
活
動
に
つ
い
て
、

学
芸
員
や
弁
護
士
に
よ
る
無
料
相
談
を
電
話
や
対
面（
リ

モ
ー
ト
も
活
用
）
で
対
応
す
る
。
受
付
時
間
は
平
日
午

前
９
時
〜
午
後
５
時
。

電
話
：
０
８
０
ー
８
３
７
９
ー
７
８
５
２

　
「
株
式
会
社
ロ
ー
ソ
ン
」（
東
京
都
）
は
、
全
国
の
ロ
ー

ソ
ン
店
舗
（
約
１
万
４
０
０
０
店
、
ロ
ー
ソ
ン
ス
ト
ア

１
０
０
を
除
く
）
で
、
聴
覚
に
障
害
の
あ
る
人
の
買
い
物

を
サ
ポ
ー
ト
す
る「
耳
マ
ー
ク
」を
表
示
し
た
指
さ
し
シ
ー

ト
を
レ
ジ
カ
ウ
ン
タ
ー
に
設
置
し
た
。
コ
ロ
ナ
禍
で
マ
ス

ク
着
用
が
日
常
的
に
な
り
、
聴
覚
障
害
者
が
、
店
員
の

口
元
の
動
き
を
見
て
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取
る
こ
と

が
む
ず
か
し
く
な
っ
て
い
た
こ
と
か
ら
導
入
さ
れ
た
。

　

レ
ジ
袋
や
カ
ト
ラ
リ
ー
、
レ
ン
ジ
で
の
温
め
の
有
無

に
つ
い
て
の
イ
ラ
ス
ト
入
り
シ
ー
ト
が
、
レ
ジ
カ
ウ
ン

タ
ー
に
貼
付
さ
れ
、「
レ
ジ
袋
購
入
し
ま
す
」、「（
レ
ン

ジ
で
）
温
め
て
く
だ
さ
い
」
と
い
っ
た
自
分
の
希
望
を
、

指
さ
し
に
よ
っ
て
伝
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

ロ
ー
ソ
ン
に
よ
る
と
、
聴
覚
に
障
害
の
あ
る
社
員
か

ら
提
案
を
受
け
、
実
際
に
指
さ
し
シ
ー
ト
に
掲
出
す
る

内
容
な
ど
に
つ
い
て
は
加
盟
店
オ
ー
ナ
ー
や
店
員
に
も

意
見
を
聞
い
て
絞
り
込
ん
だ
と
い
う
。
耳
が
不
自
由
な

駅
で
あ
る
こ
と
の
み
を
も
っ
て
駅
の
利
用
を
断
る
よ
う

な
対
応
を
行
わ
な
い
と
い
う
姿
勢
が
必
要
」
と
し
て
い

る
。
詳
し
い
内
容
は
国
土
交
通
省
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公

表
し
て
い
る
。

https://www.m
lit.go.jp/tetudo/tetudo_fr2_000017.htm

l

　

福
岡
市
は
、
携
帯
電
話
会
社
４
社
（
Ｎ
Ｔ
Ｔ
ド
コ
モ
、

Ｋ
Ｄ
Ｄ
Ｉ
、ソ
フ
ト
バ
ン
ク
、楽
天
モ
バ
イ
ル
）と
連
携
し
、

視
覚
障
害
者
を
対
象
に
、
印
刷
物
の
内
容
を
音
声
で
読

み
上
げ
る
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
ア
プ
リ
導
入
支
援
を
始

め
た
。
市
区
役
所
や
各
社
の
一
部
店
舗
で
、
職
員
や
店

員
が
使
い
方
な
ど
を
無
料
で
説
明
す
る
。

　

福
岡
市
で
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
接
種

の
お
知
ら
せ
な
ど
、
重
要
な
通
知
や
チ
ラ
シ
な
ど
の
印
刷

物
で
音
声
コ
ー
ド
が
活
用
さ
れ
て
い
る
が
、
市
内
の
視
覚

障
害
者
の
う
ち
音
声
コ
ー
ド
の
認
知
率
は
約
30
％
、
実

際
の
利
用
率
が
５
％
未
満
と
低
い
こ
と
が
課
題
だ
っ
た
。

　

音
声
読
み
上
げ
ア
プ
リ
「U

ユ
ニ

ni-V

ボ
イ
ス

oice

」
は
「
Ｎ
Ｐ
Ｏ

法
人
日
本
視
覚
障
が
い
情
報
普
及
支
援
協
会
」（
東
京
都
）

が
開
発
。
印
刷
さ
れ
た
音
声
コ
ー
ド
に
記
録
さ
れ
て
い

る
文
字
情
報
を
、
ア
プ
リ
が
自
動
的
に
読
み
上
げ
る
仕

組
み
。
ア
プ
リ
の
使
い
方
に
つ
い
て
は
、
福
岡
市
公
式
の

Y
ouT

ube

チ
ャ
ン
ネ
ル
で
も
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

https://w
w
w
.youtube.com

/w
atch?v=KOfqjCNI85c

　

鹿
児
島
県
は
、
芸
術
文
化
活
動
を
行
う
障
害
者
や
そ

の
家
族
、福
祉
施
設
、支
援
団
体
な
ど
を
支
援
す
る
拠
点

と
し
て
「
鹿
児
島
県
障
害
者
芸
術
文
化
活
動
支
援
セ
ン

タ
ー
」
を
、
鹿
児
島
市
の
「
地
域
生
活
支
援
拠
点
ゆ
う

生
活
情
報

無
人
駅
の
障
害
者
対
応
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

国土
交通省

「
読
み
上
げ
ア
プ
リ
」

福
岡
市
と
携
帯
電
話
会
社
４
社
が
導
入
支
援

福岡

県
障
害
者
芸
術
文
化
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
開
設

鹿児島

レ
ジ
に
「
耳
マ
ー
ク
」
指
さ
し
シ
ー
ト

全国

国
の
動
き

地
方
の
動
き
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編
集
委
員
の
ひ
と
こ
と

ミ

ニ

コ

ラ

ム

第
18
回

編
集
委
員
と
し
て
新
た
な
決
意
、〝
多
様
性
へ
の
対
応
〞

武
庫
川
女
子
大
学
学
生
サ
ポ
ー
ト
室
専
門
委
員

諏
訪
田
克
彦

※
今
号
の
「
編
集
委
員
が
行
く
」

（
20
〜
25
ペ
ー
ジ
）
は
諏
訪
田
委

員
が
執
筆
し
て
い
ま
す
。

　
ご
一
読
く
だ
さ
い
。

働く広場  2022.11

人
へ
の
配
慮
を
示
す
「
耳
マ
ー
ク
」
は
、「
一
般
社
団
法
人
全
日
本
難
聴
者
・
中
途
失
聴
者

団
体
連
合
会
」（
東
京
都
）
が
保
有
す
る
マ
ー
ク
で
、
交
通
機
関
や
公
共
施
設
な
ど
で
設
置

が
広
ま
っ
て
い
る
。

　

精
神
科
医
で
東
京
国
際
大
学
医
療
健
康
学
部
准
教
授
の
岩い

わ

瀬せ

利と
し

郎お

さ
ん
が
、『
発
達
障
害

の
人
が
見
て
い
る
世
界
』（
ア
ス
コ
ム
刊
）
を
出
版
し
た
。
こ
れ
ま
で
１
万
人
以
上
の
発
達

障
害
の
あ
る
人
と
向
き
合
っ
て
き
た
経
験
か
ら
、
発
達
障
害
の
特
性
を
持
つ
人
、
と
り
わ
け

Ａ
Ｄ
Ｈ
Ｄ
と
Ａ
Ｓ
Ｄ
の
人
が
〝
見
て
い
る
世
界
〞
を
紹
介
す
る
。
周
り
が
理
解
に
苦
し
む
言

動
も
、
本
人
た
ち
が
物
事
を
ど
う
受
け
と
め
、
感
じ
て
い
る
の
か
、
つ
ま
り
〝
見
て
い
る
世

界
〞
を
理
解
し
対
応
策
へ
と
導
く
。
大
人
か
ら
子
ど
も
ま
で
、
身
近
に
あ
る
32
の
困
り
ご
と

を
紹
介
し
、
理
由
と
対
応
策
を
紹
介
。
発
達
障
害
、
グ
レ
ー
ゾ
ー
ン
、
定
型
発
達
と
い
っ
た

診
断
的
な
面
だ
け
に
こ
だ
わ
ら
ず
、
さ
ま
ざ
ま
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
お
け
る
困
り
ご

と
の
解
決
を
目
ざ
す
。
A
5
判
１
９
２
ペ
ー
ジ
、
１
５
９
５
円
（
税
込
）。

2022年度地方アビリンピック開催予定

地方アビリンピック 検索

※全国アビリンピックは
　11月4日（金）～11月6日（日）に、
　千葉県で開催されます。

※新型コロナウイルス感染症の影響により、変更する場合があります。

千葉

神奈川

青森

滋賀

アビリンピック
マスコットキャラクター

★本誌では通常「障害」と表記しますが、諏訪田委員の希望により「障がい」としています

　

今
年
の
３
月
、
5
年
間
お
世
話
に
な
っ
た
武
庫
川
女
子
大
学
を
定
年
退
職
し
、

4
月
か
ら
は
大
学
の
学
生
サ
ポ
ー
ト
室
専
門
委
員
の
仕
事
を
担
当
し
て
い
る
。
学

生
サ
ポ
ー
ト
室
（
以
下
、「
学
サ
ポ
」）
は
、何
ら
か
の
障
が
い
や
病
の
あ
る
学
生
が
、

合
理
的
配
慮
に
基
づ
く
修
学
支
援
が
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
サ
ポ
ー
ト
す
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
全
国
の
各
大
学
で
取
り
組
ま
れ
て
い
る
。
私
が
勤
め
る
学
サ
ポ
に
は
、

日
々
多
く
の
学
生
や
両
親
か
ら
の
メ
ー
ル
や
電
話
、
来
室
が
あ
り
、
対
応
に
追
わ

れ
て
い
る
。
学
生
た
ち
の
障
が
い
や
病
は
、
視
覚
、
聴
覚
、
肢
体
不
自
由
な
ど
の

身
体
障
が
い
、
自
閉
症
ス
ペ
ク
ト
ラ
ム
な
ど
の
発
達
障
が
い
、
適
応
障
が
い
な
ど

の
精
神
疾
患
な
ど
多
様
化
し
て
い
る
。

　

大
学
生
の
相
談
業
務
は
初
め
て
の
経
験
で
、
こ
れ
ま
で
経
験
し
た
医
療
型
障
害

児
入
所
施
設
（
旧
肢
体
不
自
由
児
施
設
）
に
お
け
る
医
療
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー

と
し
て
の
相
談
業
務
と
は
異
な
る
経
験
を
し
て
い
る
。
学
サ
ポ
で
は
、
障
が
い
や

病
に
よ
り
大
学
で
の
学
び
が
損
な
わ
れ
な
い
よ
う
に
修
学
に
関
す
る
配
慮
依
頼
を

作
成
し
て
い
る
。
例
え
ば
、
障
が
い
や
病
が
原
因
で
授
業
を
欠
席
し
た
際
に
、
何

ら
か
の
課
題
を
出
し
て
も
ら
い
、
そ
れ
を
提
出
す
る
こ
と
で
出
席
に
替
え
て
も
ら

え
る
よ
う
科
目
担
当
の
教
員
に
文
書
で
依
頼
し
て
い
る
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
の
影
響
か
ら
、
大
学
で
は
対
面
授
業
と
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
利
用
し
た
オ
ン

ラ
イ
ン
授
業
を
併
用
し
て
い
る
が
、
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
の
弊
害
と
し
て
友
達
が
で

き
な
い
な
ど
、
人
間
関
係
の
形
成
に
も
影
響
し
て
い
る
。
障
が
い
の
多
様
性
は
支

援
の
多
様
性
に
つ
な
が
り
、
配
慮
の
目
的
が
学
生
の
「
修
学
の
保
障
」
に
と
ど
ま

ら
ず
「
自
立
支
援
」
に
広
が
っ
て
い
る
。

　

ま
た
、
教
員
か
ら
も
実
験
や
演
習
な
ど
、
科
目
の
特
性
か
ら
課
題
が
出
せ
な
い

場
合
ど
の
よ
う
に
対
応
し
た
ら
よ
い
か
な
ど
の
質
問
が
寄
せ
ら
れ
る
。
学
サ
ポ
専

門
員
の
仕
事
に
就
い
て
６
カ
月
が
経
っ
た
が
、
相
談
に
訪
れ
る
人
の
障
が
い
の
多

様
性
の
な
か
で
、
あ
ら
た
め
て
「
合
理
的
配
慮
と
は
何
か
」
を
考
え
悩
む
毎
日
で

あ
る
。

本
紹
介

『
発
達
障
害
の
人
が
見
て
い
る
世
界
』　

青森県、千葉県、神奈川県、滋賀県
＊部門ごとに開催地・日時が分かれて
　いる県もあります
＊　　は開催終了

10 月下旬～ 12月
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11月号

定価141円（本体129円＋税）送料別
令和４年10月25日発行
無断転載を禁ずる

・本誌に掲載した論文等で意見にわたる部分は、それぞれ筆者の個人的見解で
あることをお断りします。本誌では「障害」という表記を基本としていますが、
執筆者・取材先の方針などから、ほかの表記とすることがあります。

株式会社 FVP代表取締役

NPO法人大阪精神障害者就労支援ネットワーク 副理事・統括施設長

岡山障害者文化芸術協会 代表理事

トヨタループス株式会社 取締役

武庫川女子大学 学生サポート室専門委員

あきる野市障がい者就労・生活支援センターあすく センター長

サントリービジネスシステム株式会社 課長

神奈川県立保健福祉大学 名誉教授

有限会社まるみ 取締役社長

筑波大学大学院 准教授

常磐大学 准教授

大塚由紀子
金塚たかし
阪  本  文  雄
清 水 康 史
諏訪田克彦
原  　智   彦
平  岡  典  子
松  爲  信  雄
三  鴨  岐  子
八 重 田   淳
若  林 　 功

●
こ
の
人
を
訪
ね
て

東
京
学
芸
大
学
名
誉
教
授
の
松
矢
勝
宏
さ
ん
に
、
今

年
１
月
に
「
第
35
回
辻
村
賞
」
を
受
賞
し
た
経
緯
や
想

い
、
今
後
の
活
動
に
つ
い
て
お
話
を
う
か
が
い
ま
す
。

●
職
場
ル
ポ

旭
化
成
グ
ル
ー
プ
の
特
例
子
会
社
で
あ
る
株
式
会
社

旭
化
成
ア
ビ
リ
テ
ィ
（
宮
崎
県
）
を
取
材
。
障
害
の
あ

る
社
員
が
に
な
う
事
務
業
務
や
印
刷
業
務
に
お
け
る
、

品
質
や
コ
ス
ト
管
理
の
面
で
の
取
組
み
に
つ
い
て
お
伝

え
し
ま
す
。

●
グ
ラ
ビ
ア

当
機
構
の
東
京
障
害
者
職
業
セ
ン
タ
ー
を
利
用
し
て

障
害
者
雇
用
に
取
り
組
む
株
式
会
社
T
B
S
ス
パ
ー
ク

ル
（
東
京
都
）
を
取
材
。
同
社
で
活
躍
す
る
障
害
の
あ

る
社
員
を
紹
介
し
ま
す
。

●
編
集
委
員
が
行
く

金
塚
た
か
し
委
員
が
「
精
神
障
害
者
の
雇
用
と
就
労
」

を
テ
ー
マ
に
、
日
東
精
工
株
式
会
社
（
京
都
府
）
の
ほ

か
、
障
害
者
雇
用
に
関
係
す
る
機
関
を
取
材
し
ま
す
。

次
号
予
告

検索富士山マガジンサービス

あなたの原稿をお待ちしています
■ 声̶障害者雇用にかかわるお考えやご意見、行事やできごと
などを500字以内で編集部（企画部情報公開広報課）まで。

　　●発　行ーー独立行政法人高齢・障害・求職者雇用支援機構（JEED)
発行人ーー企画部長　飯田 剛

 編集人ーー企画部情報公開広報課長　中上英二
〒261－8558  千葉県千葉市美浜区若葉 3－1－2　

電話  043－213－6216（企画部情報公開広報課）
ホームページ https://www.jeed.go.jp/　メールアドレス hiroba@jeed.go.jp
●発売所ーー株式会社広済堂ネクスト
 〒105－8318 東京都港区芝浦1－2－3  シーバンスS館13階
 電話  03－5484－8821　　FAX  03－5484－8822

公式ツイッター
　　はこちら！
最新号発行のお知らせやコー
ナー紹介などをお届けします。 ＠JEED_hiroba

読者アンケートに
　   ご協力をお願いします！

回答はこちらから→

メールマガジン好評配信中！ 
詳しくは JEED メールマガジン 検索

定期購読のほか、最新号やバックナンバーのご購入は、
下記へお申し込みください。
１冊からのご購入も受けつけています。
◆インターネットでのお申し込み

　◆お電話、FAXでのお申し込み
　　株式会社広済堂ネクストまでご連絡ください。
　　TEL 03-5484-8821 FAX 03-5484-8822

本 誌 購 入 方 法

掲示板

　当機構が運営する国立職業リハビリテーションセンターおよび国立吉備高原職業リハ
ビリテーションセンターでは、求職中の障害のある方々に対して就職に必要な職業訓練や
職業指導を実施しています。また、休職中や在職中の方のための職業訓練も行っています。
　なお、利用にあたり、年10回程度の入所日を設けています。
　募集コースや応募締切日、手続きなどの詳細については、下記までお気軽にお問い合わ
せください。

両センターのホームページで求職中の訓練生情報を公開しております。

国立職業リハビリテーションセンター
埼玉県所沢市並木４―２　 https://www.nvrcd.ac.jp/
【求職中、休職中の方】ＴＥＬ：０４―２９９５―１２０１　
【在職中の方】ＴＥＬ：０４―２９９５―１１３５

国立吉備高原職業リハビリテーションセンター
岡山県加賀郡吉備中央町吉川 ７５２０　 https://www.kibireha.jeed.go.jp/
【求職中の方】ＴＥＬ：０８６６―５６―９００１　
【休職中、在職中の方】ＴＥＬ：０８６６―５６―９００３

実践的な訓練環境で即戦力を目ざします

お問合せ

視覚障害者の支援機器を
活用した訓練風景

障害のある方
向け
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障害者雇用支援月間（9月）における
厚生労働大臣表彰などの表彰式が開催されました
  ９月13日（火）、東京都千代田区のイイノホールに
おいて、令和４年度障害者雇用優良事業所等表彰式が
開催されました。
　当日は、障害者雇用優良事業所および優秀勤労障害
者ならびに障害者の雇用の促進と職業の安定に貢献し
た個人に対する厚生労働大臣表彰 21件のほか、障害
者雇用支援月間における絵画・写真コンテストの厚生
労働大臣賞および当機構理事長賞８件と、障害者雇用
職場改善好事例の厚生労働大臣賞および当機構理事
長賞６件の表彰が行われました。
　最後に、「障害者雇用優良事業所」として厚生労働
大臣表彰を受けられた、京

きょう

丸
まる

園
えん

株式会社代表取締役
鈴
すず

木
き

厚
あつ

志
し

様が代表者挨拶を述べられました。

障害者雇用優良事業所　厚生労働大臣表彰
京
きょう

丸
まる

園
えん

株式会社様（静岡県）による代表者挨拶

障害者雇用職場改善好事例 厚生労働大臣賞
有限会社西

せい

部
ぶ

産
さん

業
ぎょう

様（岩手県）

障害者雇用支援月間における絵画・写真コンテストの厚生労働大臣賞受賞者 ※表彰状を持っている方々が受賞者

優秀勤労障害者　厚生労働大臣表彰
西
にし

畑
はた

智
とも

和
かず

様（和歌山県）
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研　修 日　程 受付期間 場　所

就業支援スキル向上研修
精神障害・発達障害・高次脳機能障害コース
【対象】就業支援の実務経験おおむね3年以上の方　
　　　

令和5年1月18日（水）～
1月20日（金）

令和４年10月26日（水）
～

12月２日（金）（※）
オンライン
形式

職場適応援助者養成研修
【対象】 訪問型・企業在籍型職場適応援助者（ジョブコー

チ）としての援助を行う予定の方など
2月期

令和5年2月14日(火)
～

2月17日(金)

令和４年11月15日（火）
～

12月９日（金）
千葉県
千葉市

職場適応援助者支援スキル向上研修
【対象】 ジョブコーチとして1年以上の実務経験のある訪

問型・企業在籍型職場適応援助者の方
第4回

令和5年1月31日(火)
～

2月3日(金)

令和４年10月25日（火）
～

12月２日（金）（※）
大阪府
大阪市

研修のご案内令和４年度
職業リハビリテーションに関する

現在、受付中の研修、今後受付を開始する研修（令和４年11月1日時点）

受講料
無料

労働、福祉、医療、教育等の機関における障害者の就業支援担当者を対象に、職業リハビリテー
ションに関する知識や、就業支援に必要な技術の修得、資質の向上を図る研修を実施しています。

職業リハビリテーション部　研修課
Email : stgrp@jeed.go.jp
TEL 043-297-9095　 FAX 043-297-9056

お 問 合 せ 先

□ 実務経験に応じて、講義・演習・事例検討などを組み合わせた、実践的なカリキュラムとなっています。
□ 研修の参加には事前のお申込みが必要です。受講料は無料です。
□ 各研修のカリキュラム、会場、受講要件など、詳しくはホームページをご覧ください。

JEED  就業支援担当者   研修 検索

※定員を超える申込みがある場合は、予定より早く受付を締め切ることがあります。

医療・福祉等の機関で企業等への就職・定着に向けた就業支援を担当する方

職場適応援助者（ジョブコーチ）を目ざす方・支援スキルの向上を目ざす方

ステップ３
3年以上実務経験のある方

就業支援スキル向上研修
障害特性に応じた支援スキルの向上

発達障害 ／精神障害／高次脳機能障害 コース

養成研修修了者サポート研修

職場適応援助者養成研修 職場適応援助者支援スキル向上研修

支援スキル向上研修修了者サポート研修
支援の実践ノウハウの修得

ジョブコーチ支援をする際に必要な知識・技術の修得 ジョブコーチとしての支援スキルの向上

困難性の高い支援の実践ノウハウの修得
全国の地域障害者職業センター

障害者職業総合センター・大阪障害者職業センター
全国の地域障害者職業センター 障害者職業総合センター・大阪障害者職業センター

全国の地域障害者職業センター

就業支援課題別
セミナー

新たな課題やニーズに
対応した知識・技術の向上

障害者職業
総合センター

障害者職業
総合センター

全国の地域障害者職業センター

全国14エリアの地域
障害者職業センター

就業支援実践研修
アセスメント力と課題解決力の向上

発達障害／精神障害／高次脳機能障害 コース

就業支援基礎研修
就業支援の基礎作り

ステップ２
2年以上実務経験のある方

ステップ１
初めて担当する方

ステップ
１

ステップ
2
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